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家族で過ごす冬の休日
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課 
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仕
事
は
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が
い
や
喜
び
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
が
、
同
時

に
家
事
・
育
児
・
地
域
活
動
な
ど
の
生
活
も
、
暮
ら
し
に
か
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
充
実
が
あ
っ
て
こ
そ
人
生
の
生
き
が
い
、
喜
び
を
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立

～
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　   
支
援
す
る
ま
ち
へ
～
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 目 次 

 表 紙 

 人 口 

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３１，３４５ － 47

男 性 １５，０９９ － 22

女 性 １６，２４６ － 25

世帯数 １４，５８７ －５
(平成 29年 11月末現在・外国人含む )

　12月上旬の晴れた日に、仲の良さそうな
家族が公園で過ごしていました。仕事も家
庭も大切にする「ワーク・ライフ・バランス」
のことを話すと、お父さんは「育児も家事も
やってますよ」と言ってから、お母さんの方
をチラリと見ていたずらっぽく笑いました。

２ 特集：仕事と子育ての両立
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19 文化・休日当番医・求人情報
20 健康・福祉・文化
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24 成羽病院通信・在宅医療介護連携推進事業通信
25 協力隊がゆく・市長室からこんにちは
26 市民のページ

  高 梁 い ん ふ ぉ
　市内の観光やイベントの情報・空き家
情報などを発信するアプリです。また、
災害時などの緊急情報も配信されます。
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特集　仕事と子育ての両立

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

は
、「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
の
こ
と

で
す
。
心
身
共
に
充
実
し
た
状
態
で
自

分
に
あ
っ
た
働
き
方
を
す
る
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
趣
味
や
学
習
、
子
育
て
、

介
護
、
地
域
活
動
な
ど
の
私
生
活
も
同

時
に
充
実
で
き
る
よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
は
、
働
く
人
に
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業

や
社
会
に
と
っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
限
ら
れ
た
時

間
で
仕
事
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
た

め
、
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
私
生
活
の
充
実
を
通
じ
て
、

新
た
な
資
格
の
取
得
な
ど
、
従
業
員
の

能
力
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
が
実
現
す
る
と
…

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
は
、
個
人
や
企
業
・
行
政
、
そ
れ
ぞ

れ
が
協
力
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
で
き

　
従
業
員
の
子
育
て
や
、
地
域
に
お
け

る
子
育
て
を
応
援
す
る
企
業
を
「
高
梁

市
パ
パ
・
マ
マ
・
子
育
て
応
援
企
業
」

と
し
て
市
に
登
録
し
ま
す
。
登
録
の
際

は
、
各
企
業
で
取
り
組
む
子
育
て
応
援

宣
言
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
登
録
後
は
、
登
録
証
と
登
録
企
業
表

示
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
し
、
市
の
ホ
ー

　

従
業
員
の
育
児
休
業
取
得
や
、
出

産
・
育
児
な
ど
を
理
由
に
退
職
し
た
労

働
者
の
再
雇
用
、
ま
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修

会
を
開
催
し
た
場
合
、
１
件
に
つ
き

10
万
円
の
奨
励
金
を
交
付
し
、
１
企
業

10
件
ま
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
ほ
か
詳
し
い
支
給
要
件
な
ど

に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
未
来
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
研
修
会
開
催
の
場
合
は
、
経
費
総
額

の
半
額
か
10
万
円
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か

低
い
金
額
を
交
付
し
ま
す
。

る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、「
高
梁
市
パ
パ
・
マ
マ
・

子
育
て
応
援
企
業
登
録
制
度
」「
高
梁
市

パ
パ
・
マ
マ
・
子
育
て
応
援
企
業
奨
励

金
」
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

パ
パ
・
マ
マ
・
子
育
て
　
　
　
　 　
　

　
　
応
援
企
業
登
録
制
度

子育て応援企業奨励金交付実績

平成 24 年度 女性の育児休業取得 １件

平成 25 年度 男性の育児休業取得 １件

平成 26 年度 女性の育児休業取得 ３件

平成 28 年度 女性の育児休業取得 ３件

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

　

企
業
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
登
録
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
事
業
主
は
積
極
的
に
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

宣
言
例

・
子
ど
も
の
看
護
休
暇
を
認
め
ま
す
。

・
子
ど
も
が
参
加
す
る
地
域
イ
ベ
ン
ト

に
協
賛
し
ま
す
。

登録企業表示ステッカー

  

パ
パ
・
マ
マ
・
子
育
て
　
　
　
　 

　
　

　
　
　  

応
援
企
業
奨
励
金

実
現
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

パパ・ママ・子育て応援企業 （登録順：11 月末現在）

施設名
医療法人  清梁会
滝口建設工業  株式会社
株式会社  佐野組
株式会社  備中測量設計コンサルタント
株式会社  山陽オカムラ
川上工業  株式会社
備中登記測量
社会福祉法人 順正福祉会　
特別養護老人ホーム  グリーンヒル順正
有限会社  竹谷急送
美容室　ｓｈｃａ +
川上電工協業組合
備中開発  株式会社
大森精工  有限会社
小規模多機能型居宅介護  高梁
備北信用金庫
中村建設  株式会社
医療法人 宏仁会  まつうらクリニック
社会福祉法人  潤真会
株式会社  共栄商事
有限会社  高木建設
特定非営利活動法人  ｃｏｌｏｒ
株式会社  田中紙店
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　出産後１年間の育
児休業を経て職場復
帰しました。妊娠中
は体調などを考慮し
て部署を変更しても
らえたので、産前休
業まで安心して仕事
ができました。復帰
後も子どもの行事な
どに参加できるよう
に配慮していただい

備北信用金庫  本店営業部

戸
と だ

田 涼
りょうこ

子さん

地域の企業に勤務して

ているので、仕事と家庭共に充実した毎日を
過ごせています。
　当庫は、県が取り組む「おかやま子育て応
援宣言企業」でもあり、男性でも育児休業を
取ることができます。今後も地元企業に勤め
る一員として、高梁市の子育てを支援してい
きたいと思っています。

　登録制度を知っていた従業員の一言から、
子育てしやすいまちになるよう力になりたい
と思い登録しました。私も子どもの行事には
積極的に参加をしていたので、従業員にも進
んで参加してもらうようにしています。登録
前から比較的休みの取りやすい環境にしてい
ましたが、登録したことで更に従業員が子ど
もの行事や病気での休みを取りやすくなった
ようです。従業員も仕事の状況を考えながら

子育てしやすいまちに

休みを取ってくれて
いるので仕事に支障
は出ていません。
　子育てしやすい社
会の実現には、企業
の努力も必要です。
市内の多くの企業に
登録してもらい、住
みやすいまちを目指
したいです。

備中登記測量

代表  山
やまがた

縣 始
はじめ

 さん

　「子育てと美容業の両立」を理念とし、子
育て応援企業でもあるｓ

シ ュ カ
ｈｃａ+で働いてい

ます。私を含めスタッフ４人全員が子育てを
しているので、勤務は午後４時までで、子ど
もの送迎や家事などが安心してできます。ま
た、突発的な休みにも対応してくれています
し、希望どおり休みが取れるので、その代わ
りに「この日は出られますよ」と言うように
しています。お客さんも当店の考えを理解し

美容室ｓ
シ ュ カ
ｈｃａ +

山
やまもと

本 由
ゆ み

美さん

子育てと美容業の両立

応援してくれている
ので、今後も子育て
と美容業の両立を頑
張っていきたいと思
います。

スタッフの皆さん

　気を使うことなく
子育てができるよう
に、長く勤めてもら
いたいとの思いから
平成 25年に登録を
しました。応援企業
として登録する以前
から、他の従業員の
理解・協力のおかげ
で、子育て中の人の

子育てを最優先に

急な欠勤時の交代や勤務時間の短縮ができて
います。また、保育園などの送迎時間に合わ
せて勤務時間を設定しています。
　育児休業を終えて、また職場に戻ってきて
くれることがとても嬉しいです。これからも
子育て応援企業として、従業員が気楽に子育
てできる職場の環境づくりに努めていきたい
と思います。

（有）竹谷急送   介護事業部

部長  竹
たけたに

谷 紀
の り こ

子さん

高
梁
市
パ
パ
・
マ
マ
・
子
育
て
応
援
企
業

4H29 (2017)12 月



特集　仕事と子育ての両立

　子育てをしながら勤務する職員を応援する
ため、保育料の一部を保育手当として支給し
ています。また、勤務時間や休暇を希望に合
わせたり、夜の勤務を外したり、育児休業中
の職員に現在の職場の様子を伝えたりするこ
とで、復帰しやすい環境づくりを心がけてい
ます。職員の中には３人目・４人目を産む人
もいるように、自分に合う働き方ができ、家
庭と仕事の両立ができているようです。

保育手当を支給

　子どもが増え人口
も増えていくよう、
今後も子育てと仕事
の両立を応援する法
人を目指したいと思
います。

 社会福祉法人　潤真会
特別養護老人ホーム白和荘

施設長  山
やまもと

本 留
る り こ

里子さん子育て中の職員の皆さん

　育児休業は規定で
定めています。今ま
で 1 年取得した実
績もありますが、新
しい法人なので育児
休業を取得したこ
とがあるのはまだ 1
人です。応援企業で
あることは、子育て
をしているスタッフ

市全体で子育て応援を

には直接話をしているので皆知っています。
現在、私をはじめ 4人のスタッフが子育て
中で、今後は子育てする人が増えてくると思
います。子育て中の人や、今は無理でもいつ
か仕事をしたい人たちのために多様な働き方
を準備しています。高梁全体で「子育て応援」
の気運を高めるために、一企業が孤軍奮闘す
るのではなく市をあげて皆で取り組めたらと
思います。

特定非営利活動法人ｃ
カ ラ ー
ｏｌｏｒ

理事長  川
かわかみ

上 路
み ち よ

代さん

　昔は結婚して子
どもができた女性
は、誰に言われる
わけでもなく仕事
を辞めていまし
た。有能な人材が
辞めてしまうこと
を残念に思い、働
きやすい環境を整
えて人材確保に

積極的に人脈を

つなげられればと、登録することを決めまし
た。学校行事やＰＴＡ活動に積極的に参加す
ることは、人脈づくりやビジネスチャンスが
生まれるきっかけにもなります。自分自身も
そうでしたが、従業員にはたくさんの人と交
流してもらいたいと思います。
　今後は応援企業として、離職率が低く、長
く勤めてもらえる会社にしたいと思います。

（株）田中紙店　

代表取締役  田
た な か

中 宏
ひろかず

和さん

　当社には現在、産前・産後休業や育児休業
を取得するような従業員はおりませんが、子
育て応援企業として子どもが参加する地域の
納涼祭やふれあい祭りの協賛などを行ってい
ます。私が子育てしていたころは休みにく
く、子どもの行事が終わればすぐ会社に出勤
していましたが、現社長が職場環境の改革に
取り組まれたため、祖母になった今は孫の行
事に参加するなど休みやすい環境です。皆さ

応援企業としての活動

んに子育て応援企業
であることを知って
いただけるように、
活動を続けていきた
いと思います。

子・孫育て中の従業員の皆さん

滝口建設工業（株）

丸
まるやま

山 弘
ひ ろ み

己 さん

企
業
の
声
・
従
業
員
の
声
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以
前
女
性
の
従
業
員
を
募
集
し
て
い

ま
し
た
が
、
雇
用
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
時
に
、
子
育
て
応
援
企

業
の
登
録
制
度
を
知
り
、
女
性
が
働
き

や
す
い
環
境
に
す
る
こ
と
で
、
有
能
な

人
材
を
雇
用
で
き
る
の
で
は
と
思
い
登

録
を
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
妊
娠
し
て
い
る
従
業
員
が
１

人
い
ま
す
が
、
軽
作
業
に
変
え
る
な
ど

の
配
慮
を
し
て
い
ま
す
し
、
他
の
従
業

員
が
手
伝
う
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
で
す
の
で
、
結
婚
、
出
産
を
控
え

た
若
い
女
性
で
も
働
き
や
す
い
環
境
で

あ
り
、
従
業
員
も
理
解
し
て
フ
ォ
ロ
ー

本
人
に
手
渡
し
し
て
、
家
族
の
た
め
に

使
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
の
半
数
が
独
身
で
す
が
、
多

く
の
人
が
家
庭
を
持
ち
、
子
育
て
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
朝
礼
で
は
、
応
援
企

業
の
こ
と
に
加
え
て
市
の
婚
活
情
報
な

ど
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
の
子
育
て
で
す
が
、
時
間
が

あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
子
ど
も
と
遊
ぶ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妻
が
週
末

も
仕
事
な
の
で
、
休
日
は
掃
除
や
洗
濯

を
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
会
社
、
家
族
は
ど
ち
ら
も
守
る
べ
き

も
の
で
あ
る
と
い
う
点
は
同
じ
で
す
。

川上電工協業組合　専務理事

多
た が

賀 慎
し ん た ろ う

太郎さん

　
出
産
、
育
児
後
も
職
場
復
帰
し
や
す

く
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
育
て
な
が
ら

で
も
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
子
育
て
中
の
人

の
雇
用
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
登

録
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
職
員
の
紹
介

も
あ
り
、
若
い
子
育
て
世
代
の
職
員
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。　
　

　
職
場
で
は
、
子
育
て
中
の
人
の
勤
務

時
間
に
配
慮
し
た
り
、
希
望
ど
お
り
に

休
み
を
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
中
や
育
児
休

業
明
け
の
時
短
勤
務
も
認
め
て
い
る
の

で
、
子
ど
も
の
急
な
体
調
不
良
時
で
も

支
障
な
く
休
み
が
取
れ
る
体
制
で
す
。

　
職
員
の
中
に
は
、
産
前
休
業
前
は
正

職
員
と
し
て
働
き
、
育
児
休
業
後
は
休

み
が
取
れ
る
よ
う
に
と
本
人
の
希
望
で

輝
く
ま
ち
の
イ
ク
メ
ン

子
育
て
世
代
に

    
　
働
い
て
も
ら
う
た
め
に

まつうらクリニック 理事長

松
まつうら

浦 隆
たかひこ

彦さん

名札にある子育て応援企業マーク 子育て中の職員の皆さん

子
育
て
応
援
企
業
の
マ
ー
ク
を
名
札
に

パ
ー
ト
と
し
て
復
帰
し
た
人
も
い
ま

す
。
そ
の
職
員
は
現
在
、
他
の
家
族
が

子
ど
も
を
見
て
く
れ
る
午
後
１
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
勤
務
し
て
お
り
、
安
心

し
て
働
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
独
自
の
取
り
組
み
で
す
が
、
職
員
の

提
案
で
名
札
に
子
育
て
応
援
企
業
の

マ
ー
ク
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
職
員
は
子
育
て
応
援
企
業
で
あ
る

こ
と
を
常
に
意
識

で
き
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

今
後
も
子
育
て

中
の
人
に
、働
い
て

よ
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
例
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
男
性
の
育

児
休
業
も
認
め
て
い
ま

す
。
交
付
を
受
け
た
奨
励

金
で
す
が
、
全
て
従
業
員

今
後
も
企
業
と
し
て
、
ま

た
父
親
と
し
て
子
育
て
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
子

育
て
世
代
が
働
き
や
す
い

環
境
を
つ
く
り
た
い
と
思

い
ま
す
。　

子どもと遊ぶ時間が楽しみ
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ホームプラザナフコ高梁店

店長    佐
さ と う

藤 辰
たつひこ

彦さん

　平成 23年のオー
プン時から授乳室を
設けていました。し
かし、壁や床が白く
シンプルであったた
め利用される人は少
なかったようです。
そのため、今年２月
に壁や床の張り替え
を行い、３月には
「赤ちゃんの駅」とし
て登録をしました。
　登録後は、ホームページなどを見た方が利用
するなど、利用回数が増えてきています。
　安心して利用できる設備を整えていますの
で、家族で来ていただいてゆっくり買い物がで
きると思います。これからもお気軽にご利用く
ださい。

　以前は授乳室と
おむつ交換の場所
が別々でしたが、
「赤ちゃんの駅」
として登録するに
あたり、ベッドの
寄付を受けて施設
を整備しました。
場所が分かりにく
いため、店内に案
内看板を設置し、
スムーズに案内が
できるようにして
います。　
　授乳やおむつ交換ができる子育てに優しい施
設に加え、２階にある市民交流コーナーは予約
が必要ですが、親子・親同士の交流もできま
す。どうぞご利用ください。

協同組合ポルカ

鳥
とりごえ

越 由
よしたか

孝さん（右）

天満屋ハピータウン高梁店  

髙
た か ぎ

木 由
ゆ か り

加里さん（左）

赤
ち
ゃ
ん
の
駅

　
市
は
、
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
安

心
し
て
出
掛
け
ら
れ
る
よ
う
、
授
乳
と

お
む
つ
交
換
が
で
き
る
施
設
を
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
し
て
登
録
し
て
お

り
、
施
設
の
開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
乳

幼
児
連
れ
の
人
が
自
由
に
出
入
り
で
き

ま
す
。

　「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
に
は
、
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
登
録

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
に
は

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
こ

ど
も
未
来
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

登
録
施
設（
平
成
29
年
11
月
現
在
）

・
高
梁
市
役
所
本
庁
舎（
松
原
通
）

・
高
梁
市
図
書
館（
旭
町
）

・
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
ナ
フ
コ
高
梁
店（
落
合
町
阿
部
）

・
ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン（
中
原
町
）赤ちゃんの駅マーク

正面入口から入り右側通路奥

２階衣料品コーナー奥

気軽に利用してください 安心してもらえるように

特集　仕事と子育ての両立
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功
績
を
た
た
え
ま
す

秋
の
叙
勲

【
旭
日
双
光
章
】

元
高
梁
市
議
会
議
員

植う
え
だ田 

二じ
ろ
う郎 

さ
ん

 （
松
原
町
春
木
）

　
４
期
14
年
４
カ
月
に
わ
た
り
市
議
会

議
員
を
務
め
ら
れ
た
植
田
さ
ん
は
、
平

成
14
年
に
初
当
選
し
、
市
政
に
携
わ
り

ま
し
た（
平
成
24
年
か
ら
平
成
26
年
ま

で
副
議
長
）。
近
年
で
は
、図
書
館
の
移

転
新
設
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

植
田
さ
ん
は
、「
今
回
の
受
章
は
皆

さ
ん
の
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
市
民
の

声
を
聴
き
な
が
ら
、
市
民
に
と
っ
て
望

ま
し
い
形
は
何
か
を
常
に
自
分
に
問
い

か
け
な
が
ら
取
り
組
め
た
こ
と
は
誇
り

で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
瑞
宝
単
光
章
】

元
高
梁
市
消
防
団
副
団
長

安や
す
お
か岡 

正ま
さ
は
る治 

さ
ん

　
　

 

　
　

   （
成
羽
町
坂
本
）

【
瑞
宝
小
綬
章
】

元
岡
山
県
備
前
県
民
局
長

山や
ま
も
と本 

剛つ
よ
し 

さ
ん

 （
中
井
町
西
方
）

　

昭
和
51
年
に
成
羽
町
消
防
団
に
入

団
。
平
成
13
年
分
団
長
、
平
成
16
年
副

方
面
隊
長
、
平
成
21
年
か
ら
副
団
長
を

歴
任
さ
れ
、
高
齢
者
宅
の
煙
突
を
掃
除

す
る
な
ど
地
域
の
防
災
の
た
め
の
活
動

の
ほ
か
、
消
防
協
力
隊
の
設
立
な
ど
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
多
く
の
団
員
に
支
え
ら
れ
て
受
章

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
さ
れ

た
安
岡
さ
ん
は
、「
今
後
も
人
の
た
め

に
尽
力
を
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
状
に
満
足
せ
ず
、
発
想
の
転
換
、

常
に
新
し
い
感
覚
を
取
り
入
れ
る
こ
と

を
モ
ッ
ト
ー
に
仕
事
に
励
ま
れ
た
山
本

さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
岡
山
県
に
入

庁
。
真
庭
地
方
振
興
局
長
、
企
画
振
興

部
長
、
備
前
県
民
局
長
を
歴
任
。
廃
棄

物
対
策
、
市
町
村
合
併
の
調
整
、
倉
敷

チ
ボ
リ
公
園
の
運
営
な
ど
困
難
な
問
題

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。　

　

山
本
さ
ん
は
、「
上
司
・
同
僚
に
支

え
ら
れ
て
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
瑞
宝
双
光
章
】

元
公
立
中
学
校
長

平ひ
ら
た田 

守ま
も
る 

さ
ん （

川
面
町
）

　

昭
和
42
年
に
中
学
校
教
諭
と
な
り
、

松
原
小
学
校
や
高
梁
中
学
校
で
校
長
を

歴
任
。
平
成
20
年
11
月
か
ら
８
年
間
市

教
育
長
と
し
て
、「
国
づ
く
り
は
人
づ
く

り
、
人
づ
く
り
は
教
育
」
を
信
条
に
教

育
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
今
回
の
受
章
は
先
輩
、
同
僚
、
後

輩
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て

家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
教

育
に
携
わ
る
人
は
教
育
の
重
要
性
を
認

識
し
日
々
精
進
し
て
ほ
し
い
」
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０
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農
事
功
績
表
彰

大
臣
表
彰

横よ
こ
や
ま山 

正ま
さ
お男 

さ
ん

 （
中
井
町
西
方
）

　
長
年
に
わ
た
り
総
務
省
所
管
の
統
計

調
査
員
と
し
て
従
事
し
、
特
に
労
働
力

調
査
に
お
い
て
調
査
へ
の
使
命
感
を
認

識
し
、
業
務
内
容
が
優
れ
て
い
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
山
さ
ん
は
、「
表
彰
を
賜た
ま
わり

感
激

し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
う
ち
田
舎
に
溶
け
込
み
、
地
域
活

動
に
参
加
し
た
結
果
が
今
回
の
栄
誉
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
活
動
し

て
い
き
た
い
で
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
務
大
臣
表
彰
】

玉た
ま
だ田 

敏と
し
あ
き明 

さ
ん （

東
町
）

　
玉
田
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

（
旧
体
育
指
導
委
員
）と
し
て
長
年
に
わ

た
り
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　「
旧
体
育
指
導
委
員
に
任
命
さ
れ
、

34
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。〝
継
続
は
力

な
り
〟
を
信
念
に
、
こ
れ
か
ら
も
自
分

自
身
の
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
市
民

が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
『
一
億
総
ス
ポ
ー
ツ
社
会
』
の

実
現
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
で
す
」
と

抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

【
文
部
科
学
大
臣
表
彰
】

仲な
か
や
ま山 
潔き
よ
と
し俊 

さ
ん

 （
川
上
町
下
大
竹
）

　「
こ
の
よ
う
に
表
彰
し
て
い
た
だ
け

る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
受
章
は
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か

げ
で
す
。
微
力
な
が
ら
高
梁
市
の
農
業

振
興
に
貢
献
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
た
仲
山
さ
ん
。

　
中
山
間
地
域
で
の
高
収
益
モ
デ
ル
経

営
を
実
践
さ
れ
、
地
域
農
家
の
所
得
向

上
、
新
規
就
農
者
の
確
保
育
成
と
地
域

農
業
の
活
性
化
に
、
地
域
の
先
頭
に
立

っ
て
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
緑
白
綬
有
功
章
】

た
か
は
し
朗ろ
う
ど
く読
の
会か
い

　
長
年
に
わ
た
り
視
覚
障
が
い
者
へ
の

支
援
活
動
、
紙
芝
居
や
絵
本
な
ど
の
読

み
書
か
せ
活
動
へ
の
率
先
し
た
取
り
組

み
が
認
め
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
の
平
井
さ
ん
は
、「
こ
の
た
び

の
表
彰
は
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
、
ご
指
導
の
た
ま
も
の
で
す
。
そ
し

て
先
輩
方
、
前
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

メ
ン
バ
ー
の
努
力
の
お
か
げ
と
も
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
障
が
い
の
あ
る

方
へ
の
支
援
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

平
ひら

井
い

  宏
ひろみち

道会長
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　普通会計の平成 28年度決算では、歳入総額 260 億 7623 万円で、前年度
と比較して１億 7667 万円（0.7%）の減額となりました。
　歳出総額は 253 億 2906 万円で、前年度と比較して 6769 万円（0.3%）の
減額となり、歳入から、歳出と 29 年度へ繰り越すべき財源を差し引いた実
質収支は、5億 9668 万円の黒字となりました。

平
成
28
年
度

市
の
財
政
状
況

　
市
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、毎
年
６
月
と
12
月
に
「
市
の
財
政
事
情
」

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
平
成
28
年
度
の
決
算
と
平
成
29
年
度
上
半
期
（
４
～
９
月
）
の
予
算
執

行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
理
財
課
☎（
21
）０
２
０
６

　
成
羽
病
院
事
業
は
成
羽
病
院
事
務
局
☎（
42
）３
１
１
１
／
水
道
事
業
は
上
下
水
道
課
☎（
21
）０
２
４
２

普通会計

歳入　260億 7623万円
　地方交付税は前年度と比べ６億 3934 万円（5.9％）の減額、道路や建物の建設の
ために借り入れる市債は１億 4732万円（4.3％）の増額となりました。

特別会計名 歳入 ① 歳出 ② 実質収支
 ① - ②

 国民健康保険（事業勘定） 45 億 3004 万円 43 億 9787 万円 １億 3217 万円
（直診勘定） 9905 万円 9905 万円 ０万円

 後期高齢者医療 ５億 1242 万円 ５億 1154 万円 88 万円

 介護保険（事業勘定） 45 億 7198 万円 45 億 2633 万円 4565 万円
（サービス勘定） １億 4959 万円 １億 4959 万円 ０万円

 特別養護老人ホーム ２億 5356 万円 ２億 5356 万円 ０万円
 簡易水道事業 12 億 1466 万円 12 億 1381 万円 ０万円
 下水道事業 14 億 792 万円 14 億 791 万円 ０万円
 地域開発事業 9711 万円 5067 万円 1296 万円
 巨瀬財産区 52 万円 41 万円 11 万円
 宇治財産区 580 万円 325 万円 255 万円
 有漢財産区 24 万円 24 万円 ０万円
※簡易水道事業、下水道事業、地域開発事業は、翌年度繰越財源を計算に入れています。

特
別
会
計

実質収支は
　　５億 9668万円の黒字

市税
38 億 575 万円

（14.6％）

歳入
２60億7623万

使用料および手数料
５億 3195 万円（2％）
分担金および負担金
１億 5494 万円 0.6％）

その他①
31 億 644 万円（11.9％）

地方交付税　
101 億 8953 万円

（39.1％）

市債
35 億 8515 万円（13.7％）

国庫支出金　
25 億 9682 万円（10％）

その他② 10 億 932 万円（3.9％）
県支出金　
10 億 9633 万円（4.2％）

自
主
財
源依

存
財
源

10
の
特
別
会
計（
普
通
会
計
に
含
ま
れ
る
特

別
会
計
を
除
く
）全
て
で
、
実
質
収
支
は
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
会
計
の

実
質
収
支
の
合
計
額
は
１
億
９
４
３
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

自主財源
総額 75 億 9908 万円（29.1%）

２億 1880万円の増額

依存財源
総額184億7715万円（70.9%）
３億 9547万円の減額

その他②の内訳
地方消費税交付金
地方譲与税
利子割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
ゴルフ場利用税交付金
その他交付金

 その他①の内訳
財産収入
繰入金
繰越金
寄附金
諸収入

 

平成 29年度上半期予算執行状況（９月 30日現在）
会計名 予算額 執行額 執行率

普通会計 259 億 2991 万円　 93 億 1370 万円　 35.92%
特別会計 134 億 5562 万円　 50 億 2167 万円　 37.32%

公営企業会計 20 億 5232 万円　 ６億 8749 万円　 33.5%
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義務的経費
消費的経費
投資的経費
その他経費

用語の解説
（歳入）
市税…市民税、固定資産
税などの市に納められた
税金
地方交付税…市町村の実
状に合わせて国から交付
されるもの
市債…市が借り入れたお金
国・県支出金…国・県から
の補助金、負担金など
繰入金…基金の取り崩しや
他会計から入れるお金
自主財源…市が自ら徴収
または収納できる財源で、
市税、使用料、手数料、寄
付金、財産収入など
依存財源…国や県から交
付されたり、割り当てら
れたりする収入のことで、
地方交付税、国・県支出金、
地方譲与税、市債など

（歳出）
公債費…市債の元金返
済、利子の支払いに要す
る経費
扶助費…生活扶助、教育
扶助などの経費
物件費…一般事務経費、
施設の保守管理などの経費
普通建設事業費…道路の
新設、改良や施設の新増
築などの経費
災害復旧事業費…台風な
どで被害を受けた施設の
復旧のための経費
繰出金…一般会計から特
別会計、企業会計への負
担金や補助金など
積立金…特定の目的のため
の積み立て
義務的経費…支出が義
務付けられている人件費、
扶助費および公債費から
なります。この経費の割
合が小さいほど、財政の
弾力性があります
消費的経費…経費の支出
効果が、その年度限り、ま
たは極めて短期間に終わ
り、後年度に形を残さない
性質の経費です。物件費、
維持補修費および補助金
などからなります
投資的経費…道路や住宅
の建設など、資本形成に
向けられ施設等財産とし
て後年度に残るものへの
経費です

歳出　253億 2906万円
　義務的経費は人件費・公債費が減額となったため、前年度に比べ１億 2777 万円（1.3
％）の減額、消費的経費は、物件費・補助費等の減額により、前年度に比べ５億 6565
万円（9.7％）減額、投資的経費は、普通建設事業費が増額したため、前年度に比べ５億
3568万円（10.4％）増額、その他経費は、基金への積立が減額となったため、前年度に比
べ１億 6550万円（3.9％）の減額となりました。

企業会計名 収益的収支 資本的収支

水道事業　　
収入 ３億 1711 万円 1482 万円
支出 ２億 9878 万円 4992 万円

成羽病院事業
収入 13 億 7041 万円 １億 3810 万円
支出 15 億 2628 万円 １億 8639 万円

企業会計名 収益的収支損益計算（税抜） 純利益

水道事業　　
総収益 ３億 588 万円

1826 万円
総費用 ２億 8762 万円

成羽病院事業
総収益 13 億 6280 万円

△ 1 億 3534 万円
総費用 14 億 9814 万円

収益的収支…運営費や維持管理費に要する経費や財源
資本的収支…建設および企業債償還に要する経費や財源

公
営
企
業
会
計

　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
公
営
企

業
会
計
に
つ
い
て
、
水
道
事
業
に
お
い
て
は

減
価
償
却
費
お
よ
び
修
繕
費
の
減
少
に
よ
り
、

１
８
２
６
万
円
の
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

　
成
羽
病
院
事
業
に
お
い
て
は
、
新
規
購
入
医

療
機
器
の
減
価
償
却
費
の
増
加
お
よ
び
医
師
住

宅
建
て
替
え
に
伴
う
既
存
医
師
住
宅
取
り
壊
し

に
よ
る
除
却
損
の
計
上
に
よ
り
、
純
損
失
は

１
億
３
５
３
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳出
２53億 2906万

人件費 39 億 8589 万円
（15.7％）

公債費
35 億 1858 万円

（13.9％）

扶助費
27 億 3420 万円（10.8％）

物件費
29 億 8811 万円

（11.8％）
補助費等
21 億 494 万円（8.3％）

維持補修費
１億 8062 万円（0.7％）

普通建設事業費
53 億 3898 万円

（21.2％）

災害復旧費
３億 6694 万円

（1.5％）

繰出金
29 億 7132 万円

（11.7％）

投資・出資・貸付金
３億 365 万円

（1.2％）

積立金 ８億3583万円（3.3％）

102億3867万円（40.4%）
52 億 7367 万円（20.8%）
57 億 592 万円（22.6%）

41 億 1080 万円（16.2%）

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費
消費的経費

その他

基金の現在高　
普通会計の基金の現在高は、前年度に比
べ８億 1163 万円（8.8％）減少し、83
億 9669 万円となりました。

地方債の現在高
普通会計の地方債現在高は、前年度に比
べ３億 5102 万円（1.1%）増加し、321
億 6516 万円となりました。



まちのできごと

　高梁青年会議所の創立 45周年を記念して、ル
ープ橋展望公園に観光望遠鏡が設置されました。
　備中松山城天守の南約３㎞、標高 200 ｍに位
置する公園に設置された倍率 15 倍の望遠鏡は、
天守や眼下に広がる高梁川沿いを眺望することが
できます。９日に開催された除幕式では、出席者
は望遠鏡から見える紅葉に包まれた天守の眺めを
存分に楽しんでいました。

ループ橋展望公園に設置された望遠鏡

備中松山城を望遠鏡で
11 月９日　ループ橋展望公園（松山）

　大政奉還150周年記念事業の一環として、「『山
田方谷の軌跡』講演会」（「山田方谷の軌跡（～奇跡
～）」実行委員会主催）が開催されました。
　当日は山田方谷の子孫、山

やま

田
だ

敦
あつし

さん（高梁市観
光協会常務理事）による講演会に加え、玉島地区
有志による備中甕

おうこうざ

江座実行委員会により、倉敷市
玉島地区を救った同藩士・熊

くまだ

田恰
あたか

を取り上げた村
芝居が披露されました。

熊田恰を取り上げた村芝居の披露

方谷の軌跡を学ぶ
 11月11日　高梁市文化交流館（原田南町）

　畜産業者らでつくる「備中牛銘柄推進協議会」
がブランド化を進めている備中牛肉を使用した牛
丼が、14日の給食で子どもたちに振る舞われま
した。
　この日は市内学校給食センター管内の 33校園
で 2,478 人の児童・生徒などが実食。地域で生
産した自慢の食材をほおばり、笑顔を見せていま
した。

川上小学校１年生と生産者ら

備中牛おいしいね！
11 月 14 日　市内各小学校ほか

　「消防署・消防団大規模工場火災合同訓練」（市
など主催）が行われ、消防署員や地元消防団員ら
約 140人が参加しました。
　成羽町にある住友電工焼結合金（株）から発生し
た火災を想定して、情報伝達訓練をはじめ中継送
水訓練や傷病者が多数発生した場合の対応確認な
どを行い、有事の際に備えるとともに、各関係機
関との連携を再確認しました。

消防署と消防団が連携した消火訓練

火災を想定して
11 月 26 日　住友電工焼結合金（成羽町）
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まちのできごと

　今年で 17 回を迎える「冬絵ぶた&イルミネ
ーション」（同実行委員会主催）が開催され、多く
の家族連れでにぎわいました。
　イルミネーションに飾られた会場内には、各団
体が制作した冬絵ぶたが立ち並び、地元の子ども
たちによるリズム体操やエレクトーン演奏が披露
される中、おでんやうどんが振る舞われ、寒い冬
の町に彩りと温かさを添えていました。

冬絵ぶたがズラリ

冬を彩る絵ぶた
12月２日　マンガ絵ぶた公園（川上町）

　「愛らぶ高梁ウインターフェスタ 2017」（市青
年経済協議会主催）が開かれ、高さ約６ｍのイル
ミネーションツリーが現れました。
　高梁城南高校電気科が制作に協力。同校吹奏楽
部の演奏が花を添え、引き続き花火が夜空に打ち
上げられました。また、教会を満員にした聴衆が
インストゥルメンタルバンド「ザッハトルテ」の
チャリティーコンサートを楽しみました。

紺屋川を彩るイルミネーションが点灯
12月２日　高梁基督教会堂および紺屋川周辺

「ザッハトルテ」によるチャリティーコンサート イルミネーション

高梁城南高校吹奏楽部の演奏

　観光客らが見守る中、国重要文化財の備中松山
城天守と二重櫓で毎年恒例の「すす払い」が行わ
れました。
　作業員が屋根にたまった落ち葉やクモの巣、サ
ルのふんをきれいに清掃。屋根瓦のずれや壁にひ
び割れがないかを入念に点検しました。
　全国的に人気の「天空の山城」は、新春を迎え
る準備を整えました。

備中松山城天守を清掃

気持ちを込めてお城をきれいに
12月８日　備中松山城
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

成
羽
複
合
施
設
の
建
設
に
伴
い

社
会
福
祉
協
議
会
成
羽
支
所
が
移
転

　
成
羽
複
合
施
設
の
整
備
に
伴
い
、成
羽
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
取
り
壊
し
と
な
り
ま

す
。

　
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
現
在

成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
成
羽

支
所
を
平
成
30
年
２
月
１
日（
木
）に
成
羽

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
２
階
に
移
転
し

ま
す
。
ま
た
、
移
転
後
は
２
階
・
３
階
に

て
貸
館
を
再
開
し
ま
す
。

問
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
22
）７
２
４
３

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
交
通
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　
年
末
年
始
の
繁
忙
期
は
外
出
や
飲
酒
の

機
会
が
多
く
、
交
通
事
故
が
増
え
る
時
期

で
す
。
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

①
夜
光
反
射
材
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
こ
の
時
期
は
日
暮
れ
が
早
く
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
歩
行
者
や
自
転
車
に
気
づ
く
タ
イ

ミ
ン
グ
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
早
朝

や
夕
方
、
夜
間
に
外
出
す
る
際
は
、
夜
光

反
射
材
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
、
明
る
い
目
立

つ
色
の
衣
服
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
！

　
飲
酒
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
年
末
・
年
始
は
忘
年
会
や

新
年
会
な
ど
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま

す
。
車
で
参
加
す
る
場
合
は
必
ず
ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー
を
確
保
す
る
な
ど
、「
飲
酒

運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」
こ

と
を
徹
底
し
て
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
か

ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
！

③
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
！

　
夕
暮
れ
時
は
、
視
界
が
大
変
悪
く
な
り

ま
す
。
周
囲
を
よ
く
見
る
と
と
も
に
、
自

分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
た
め
、
自
動
車
や

自
転
車
は
午
後
４
時
か
ら
ラ
イ
ト
を
点
け

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
歩
行
者
や
自
転
車
に
早
く
気
づ

く
た
め
、
状
況
に
応
じ
て
こ
ま
め
に
ハ
イ

ビ
ー
ム
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

④
高
齢
者
の
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

　
高
齢
者
が
道
路
を
横
断
中
の
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
年
を
取
る
と
、
歩
く
速

度
や
運
転
技
能
な
ど
が
自
分
で
も
気
づ
か

な
い
う
ち
に
変
化
し
て
き
ま
す
。
自
身
の

体
の
変
化
を
よ
く
知
り
、
運
転
す
る
と
き

も
歩
く
と
き
も
、
無
理
の
な
い
安
全
な
行

動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
遠

回
り
で
も
必
ず
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ

う
。
横
断
す
る
際
は
、
無
理
な
横
断
は
避

け
、
車
が
来
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
４

凧
あ
げ
は
電
線
の
な
い
広
い

と
こ
ろ
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う

　
電
線
の
近
く
で
凧
を
あ
げ
る
と
、
電
線

に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。
ま

た
、
電
線
に
か
か
っ
た
凧
は
感
電
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
自
分
で
取

ろ
う
と
せ
ず
、
中
国
電
力
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

問
中
国
電
力
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
４
１
３
‐
８
２
３

平
成
30
～
33
年
度
分
小
規
模
工
事（
修
繕
）

契
約
希
望
者
の
新
規
・
更
新
申
請
登
録

　
市
は
、
市
内
の
小
規
模
事
業
者
の
受
注

機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
契
約
希
望
者

を
名
簿
に
登
録
し
、
業
者
選
定
の
際
に
活

用
し
て
い
ま
す
。（
指
名
や
契
約
を
約
束

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
こ
の
た
び
、
市
が
発
注
す
る
30
万
円
未

満
の
軽
易
な
工
事
に
つ
い
て
、
平
成
30
～

33
年
度
分
の
新
規
・
更
新
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。

受
付
期
間　
平
成
30
年
1
月
4
日（
木
）～

1
月
31
日（
水
）（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

申
請
方
法　
登
録
申
請
書
に
必
要
書
類
を

添
え
て
監
理
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
申
請
書
は
、
監
理
課
、
各
地
域
局

に
備
え
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

登
録
で
き
る
業
種　
「
大
工
」「
左
官
」「
石
」

「
電
気
」「
管
」「
タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・
ブ

ロ
ッ
ク
」「
板
金
」「
ガ
ラ
ス
」「
塗
装
」「
防

水
」「
内
装
仕
上
」「
機
械
器
具
設
置
」「
熱
絶

縁
」「
電
気
通
信
」「
造
園
」「
建
具
」
工
事
の

中
か
ら
3
業
種
ま
で

登
録
の
有
効
期
間　
平
成
30
年
4
月
1
日

～
平
成
34
年
3
月
31
日（
4
年
間
）

問
監
理
課
☎（
21
）０
２
３
５

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

　
市
で
は
、
卒
業
後
に
市
内
に
居
住
し
企

業
な
ど
に
正
規
雇
用
と
し
て
就
職
す
る
希

望
の
あ
る
大
学
生
な
ど
を
対
象
に
、
在
学

期
間
中
に
借
り
入
れ
た
奨
学
金
の
返
還
助

成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
助
成

を
希
望
す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市

外
へ
通
勤
す
る
人（
公
務
員
を
除
く
）も
対

象
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
大
学
連
携

室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切　
平
成
30
年
１
月
10
日（
水
）

対
象　
平
成
29
年
度
お
よ
び
平
成
30
年
度

中
に
卒
業
を
予
定
す
る
人

問
大
学
連
携
室（
総
合
戦
略
課
）

☎（
21
）０
２
０
８
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お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
立
学
校
再
編
推
進
審
議
会
の

答
申
案
に
対
す
る
意
見
の
募
集

　

高
梁
市
立
学
校
再
編
推
進
審
議
会
は
、

答
申
を
作
成
す
る
参
考
と
す
る
た
め
、
答

申
案
に
対
す
る
市
民
の
意
見
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

①
意
見
を
募
集
す
る
も
の　
「
教
育
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
小
中
学
校
再
編
の
基

本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
教

育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
教
育
施
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
答
申
案
に
対
し
て

②
意
見
募
集
期
間　
12
月
20
日（
水
）～
平

成
30
年
１
月
25
日（
木
）必
着

③
意
見
の
提
出　
所
定
の
記
入
用
紙（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）、

ま
た
は
任
意
様
式
に
、
氏
名
・
住
所
を
明

記
の
上
、
教
育
総
務
課
へ
郵
送
、
メ
ー
ル

な
ど
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
答
申
案
の
閲
覧　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
教
育
総
務
課（
閉
庁
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）で
閲

覧
で
き
ま
す
。

⑤
ご
意
見
に
対
し
て
個
別
に
回
答
な
ど
は

致
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課
☎（
21
）１
５
０
０

多
面
的
機
能
支
払
は
地
域
の

共
同
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
農
業･

農
村
に
は
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ

の
防
止
、
自
然
環
境
の
保
全
、
美
し
い
風

景
の
形
成
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き（
多

面
的
機
能
）が
あ
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
は
、
多
面
的
機
能
が
適
切

に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
都
道
府
県･

市
町

村
と
連
携
し
、
交
付
金
に
よ
り
地
域
の
共

同
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
交
付
金
は
、
地
域
で
話
し
合
い
、
組
織

づ
く
り
や
計
画
づ
く

り
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
あ
っ
た

取
り
組
み
に
活
用
で

き
ま
す
。

農
地
維
持
支
払

　

農
地
法
面
の
草
刈

り
、
水
路
の
泥
上
げ
、
農
道
の
路
面
維
持

な
ど
基
礎
的
な
共
同
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

交
付
金
の
対
象
者

○
農
業
者
の
み
の
活
動
団
体

○
農
業
者
お
よ
び
地
域
住
民･

団
体
な
ど

で
構
成
す
る
活
動
組
織

　
詳
し
く
は
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
３

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に

30
・
10
運
動
に
ご
協
力
を

　
国
内
で
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄

さ
れ
る
食
品
は
年
間
お
よ
そ
６
２
１
万
ト

ン
で
、
こ
れ
は
世
界
中
で
飢
餓
に
苦
し
む

人
へ
の
食
料
援
助
量
の
ほ
ぼ
２
倍
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
忘
年
会
・
新
年
会
な
ど
宴
会
が
多
い
年

末
年
始
を
迎
え
、
県
は
「
お
か
や
ま
30
・

10
運
動
」
と
題
し
て
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら

す
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
宴
会
５
箇
条

①
ま
ず
は
、
適
量
注
文

②
幹
事
さ
ん
か
ら
「
お
い
し
く
食
べ
き
ろ

う！
」
の
声
か
け

③
開
始
後
30
分
と
終
了
前
10
分
は
席
を
立
た

ず
し
っ
か
り
食
べ
る
「
食
べ
き
り
タ
イ
ム
！
」

④
食
べ
き
れ
な
い
料
理
は
仲
間
で
分
け
合
お
う

⑤
お
酒
は
無
理
強
い
せ
ず
楽
し
く
飲
も
う
！

　
食
べ
物
を
無
駄
に
せ
ず
、
元
気
で
楽
し

い
年
末
年
始
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
☎（
21
）０
２
５
９

緩か
ん

衝
し
ょ
う

帯た
い

整
備
事
業
補
助
金

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
耕
作
地
に
近
寄
り
づ

ら
く
す
る
た
め
に
行
う
緩
衝
帯
整
備
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
電
気
柵
な
ど
で
防
護
し
て
い
る
農
地
周

辺
の
天
然
林
、
竹
林
お
よ
び
原
野
な
ど
の

草
地
を
お
お
む
ね
10
ｍ
幅
で
除
伐
ま
た
は

皆
伐
し
、
１
カ
所
当
た
り
５
ア
ー
ル
以
上

と
な
る
緩
衝
帯
の
整
備
を
行
っ
た
場
合
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

補
助
率　
除
伐　
７
５
０
０
円
／
５
ａ
、

　
　
　
　
皆
伐　
２
万
円
／
５
ａ

※
業
者
委
託
の
場
合
は
事
業
費
の
３
分
の

１
以
内（
上
限
２
万
５
０
０
０
円
／
５
ａ
）

　
詳
し
く
は
有
害
鳥
獣
対
策
室
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
有
害
鳥
獣
対
策
室
☎（
21
）１
１
９
０

ももっち・うらっち © 岡山県

耕作地

緩衝帯10m

10m10m

山林・竹林・原野など

５a以上
の整備

道
電気柵など
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12
月
の
納
期
限　
12
月
25
日（
月
）

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
３
期
）

○
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
／
６
期
）

○
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
／
６
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収

／
６
期
）

１
月
の
納
期
限　
１
月
31
日（
水
）

○
市
民
税
・
県
民
税（
普
通
徴
収
／
４
期
）

○
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
／
７
期
）

○
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
／
７
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収

／
７
期
）

※
口
座
振
替
を
登
録
し
て
い
る
人
は
、
振

替
日
前
に
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
税
務
課
☎（
21
）０
２
１
５

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
は

医
療
連
携
課
☎（
21
）０
２
５
８
ま
で

税
金
の
納
期
限（
口
座
振
替
日
）

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

死
亡
一
時
金
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て

保
険
料
を
納
め
た
月
数
が
36
月
以
上
あ
る

被
保
険
者
が
、
老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
の

い
ず
れ
も
受
け
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
と
き

は
、
死
亡
者
と
生
計
を
同
一
に
し
て
い
た

遺
族
に
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
人
の
死
亡
に
よ
り
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
遺
族
が
い
る
場

合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
請
求
で
き
る

遺
族
の
範
囲
・
順
位
は
、
死
亡
者
の
配
偶

者
・
子
・
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・
兄
弟
姉

妹
で
す
。

　

死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料
を
納

め
た
月
数
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
い
ま
す

（
12
万
円
～
32
万
円
）。
な
お
、
付
加
保
険

料
を
納
め
た
期
間
が
36
月
以
上
あ
る
場
合

は
、
８
５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
月
数
の
計
算
…
全
額
納
付
月
数
＋（
４

分
の
１
納
付
月
）×
１
／
４
＋（
半
額
納
付

月
数
）×
１
／
２
＋（
４
分
の
３
納
付
月

数
）×
３
／
４

※
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
権
利
の
時
効

は
、
死
亡
日
の
翌
日
か
ら
２
年
で
す
。

　

請
求
は
、
市
民
課
お
よ
び
各
地
域
局
、

高
梁
年
金
事
務
所
で
で
き
ま
す
。

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
２
／
日
本
年
金

機
構
高
梁
年
金
事
務
所
☎（
21
）０
５
７
０

　
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場

合
、
明
細
書
を
作
成
し
て
提
出
す
れ
ば
、

領
収
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た（
領

収
書
は
５
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
）。
ま
た
、
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受

け
た
医
療
費
通
知
を
添
付
す
れ
ば
、
明
細

書
へ
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
税
務
署 

☎（
22
）２
５
４
６

HP http://w
w

w
.nta.go.jp

医
療
費
控
除
の

領
収
書
提
出
が
不
要
に

　
償
却
資
産
所
有
者
は
、
地
方
税
法
に
よ

り
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
資
産

の
状
況
な
ど
を
１
月
31
日
ま
で
に
該
当
の

資
産
が
あ
る
市
町
村
に
申
告
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
償
却
資
産
と
は
、
個
人
ま
た
は
法
人
で

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の

償
却
資
産
は
申
告
が
必
要
で
す

た
め
に
使
用
し
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、

器
具
な
ど
の
こ
と
で
、
土
地
や
家
屋
と
同

様
に
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

償
却
資
産
申
告
書
は
毎
年
12
月
中
旬

に
、
前
年
度
申
告
を
し
た
人
や
、
異
動
届

を
提
出
し
た
法
人
な
ど
に
送
付
し
ま
す
。

１
月
に
な
っ
て
も
申
告
書
が
届
か
な
い
場

合
や
新
た
に
申
告
義
務
が
生
じ
た
と
き

は
、
税
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
個
人
で
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
売
電
す
る
場

合
も
、
事
業
用
の
資
産
と
し
て
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
☎（
21
）０
２
１
６

小売店
・商品陳列ケース
・冷蔵庫
・自動販売機 など

工場
・各種製造設備
・受変電設備
・機械 など

理・美容業
・理・美容椅子
・洗面設備
・サインポール など

建設業
・パワーショベル
・ポータブル発電機
・作業用機械 など

飲食店
・厨房設備
・レジスター
・カラオケセット など

医院
・手術台
・Ｘ線装置
・駐車場舗装 など

ホテル・旅館
・客室備品
・洗濯設備
・造園 など

ガソリンスタンド
・オイルチェンジャー
・洗車機
・電子掲示板 など

農業・林業
・歩行型田植機
・サイロ
・チェーンソー など

償却資産の対象となるもの（例）

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

助
成
金
を
活
用
し
、
高
倉
地
域
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
が
東

あ
ず
ま
屋や

と
ベ
ン
チ
の
整
備

を
行
い
ま
し
た
。
町
民
運
動
会
や
ふ
れ
あ

い
広
場
な
ど
の
各
種
行
事
や
地
域
活
動
な

ど
地
域
の
活
性
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
に
有
効
活
用
し
ま
す
。

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
☎（
21
）

０
２
８
２

宝
く
じ
助
成
事
業
で
整
備
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相談（１月）
種別 日程 時間 場所 問い合わせ

行政相談

９日（火）
午前９時～正午

川上総合学習センター

岡山行政監視行政相談センター
☎０８６(２２４)１１００

11日（木） 有漢保健センター
15日（月） 高梁市コミュニティプラザ
19日（金） 午前10 時～午後３時 吹屋連絡所

なやみごと相談 ９日（火） 午前９時～正午
川上総合学習センター 岡山地方法務局高梁支局

☎ (22)２３１８市役所２階研修室
法律相談（要予約） ９日（火） 午後１時～４時 市役所４階会議室２・４

市民課☎ (21)０２５４
消費生活相談 16日（火） 午前10 時～午後３時 市役所２階研修室

司法書士相談
12日（金） 午前10 時～正午

有漢保健センター
岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎（22）７９０６備中総合センター

17日（水） 午後１時～４時 ポルカ内市民交流コーナー

種別 曜日 場所 時間 問い合わせ

ふれあい相談
（福祉総合相談）

月～金
（祝日を除く）

社会福祉協議会
各支所

午前８時 30 分～
午後５時15 分

社会福祉協議会地域福祉課 ☎（22）７２４３
有漢支所 ☎（57）３２１８／成羽支所 ☎（42）２００５
川上支所 ☎（48）９７７０／備中支所 ☎（45）３１３１

種別 日 時間 場所 問い合わせ先
ゆうゆうタイム（要予約） 

「お正月遊びをしよう」 12日（金） 午前10 時～11時 30 分

子育て支援センター

子育て支援センター
☎（22）２４５０
こども未来課
☎（21）０２８８

赤ちゃんタイム ５日・19日（金）午前10 時～正午

家庭相談 10日（水）
25日（木） 午前10 時～午後４時

吉備プレーパーク 20日（土） 午前10 時～午後３時 吉備国際大学
第２子ども広場

吉備国際大学心理学部
子ども発達教育学科

☎（22）９２７３
こども未来課
☎（21）０２８８

ちびっこ広場 18日（木） 午前10 時～11時 30 分
（旧）成羽健康管理センター 健康づくり課

☎（21）０228育児相談
18日（木） 午前10時～10時30分（受付）
24日（水） 午前10 時～11時（受付） 高梁保健センター

教育相談 月～金
（祝日除く） 午前 9 時～午後５時 教育委員会相談室 学校教育課

☎（21）７８６７
病態栄養相談（要予約） 11日（木） 午前10 時～11時

備北保健所

備北保健所
☎（21）２８３５子どもの心とからだの総合相談（要予約）11日（木） 午後１時～３時

思春期・ひきこもり相談（要予約） 16日（火） 午後２時～４時

備北保健所
☎（21）２８３６

精神保健福祉相談（要予約）　 10日（水） 午後２時 30 分～４時 30 分
エイズ・性感染症検査（要予約）
Ｂ・Ｃ型肝炎検査（要予約）
骨
こつずい

髄ドナー検査（要予約）
23日（火） 午後１時～２時

子育て支援・健康相談情報（１月）

種別 対象 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健康診査
平成 29 年４月・９月生まれ 10日（水）

午後１時～
１時３０分
（受付）

高梁保健センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

平成 29 年３月～４月生まれ 
８月～９月生まれ 26日（金） （旧）成羽健康管理センター

１歳６カ月児健康診査 平成 28 年６月～７月生まれ
17日（水） 高梁保健センター
26日（金） （旧）成羽健康管理センター

２歳６カ月児健康診査 平成 27 年６月～７月生まれ 12日（金） 高梁保健センター

子どもの健診（１月）
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

冬にこわばりがちな体をほぐすストレッチ

健康づくり応援通信 ⑧ 問 健康づくり課 ☎（21）０２６７

・はずみをつけない　・息を止めない　
・体調のすぐれないときは休む　・痛みのない範囲で行う
・１日３セット、週に２セットから（毎日でもＯＫ！）

冬は体がこわばりがちです
転倒予防や血行促進のために「からだほぐし体操」を行いましょう

指先をグー
指先をしっかり
握るように曲げる

指先グーパー・足首まわし

指先をパー
指の間を大きく
開くよう動かす

足首を回す
足の先で円を描くよう
に足首を回す（左右４回ずつ）

肩甲骨の引き寄せ

もも裏・ふくらはぎ伸ばし

両肘を曲げた状態で、
肩甲骨を引き寄せるようにしながら
後ろに引いていく （５秒維持してリラックス）

❶片足を伸ばし
て、かかとを地
面に置く

❷伸ばした足首
を曲げて、足先
を天井へ向ける

❸背筋を伸ばした状態で
少しずつ前傾する

❹痛くないところで
20 ～ 30 秒維持する

体の横を伸ばす

太お
お
た田
百ゆ

り

こ
合
子
さ
ん

（
運
動
指
導
士
）

❶
両
手
を
組
ん
で
両
腕
を
ゆ
っ
く
り
と
頭
の
上
に
あ
げ
る

❷
右
へ
上
半
身
を
傾
け
る(

５
秒
維
持
し
て
戻
す)

❸
左
も
同
様
に
行
う

ポイント

18H29 (2017)12 月
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求人情報

職　種 所在地 賃 金 月 額

構内作業員 津川町 日給 8,500 円～ 12,000 円

配管工 津川町 160,000 円～ 230,000 円
自動車部品の
製造 落合町 日給 8,000 円

看護師 松原町 239,700 円～ 288,900 円

作業員 松山 160,000 円～ 240,000 円
一般成形工

（ＦＲＰ製品） 川上町 170,000 円～ 200,000 円
土木技術者

（見習い可） 備中町 日給 8,000 円～ 15,000 円
洋菓子の製造・
販売（パート） 横町 時給 800 円～ 1,000 円
一般事務

（パート） 中原町 時給 850 円
加工・検査・
梱包（パート） 成羽町 時給 850 円～ 900 円

※ 詳しくはハローワークインターネットサービス
www.hellowork.go.jp をご覧ください。

問ハローワーク高梁☎（22）２２９１

１日（月）
藤本診療所（松原通）
☎（22）３７６０

三村医院（巨瀬町） ☎（25）９０１０

２日（火）
西医院（中之町） ☎（22）２８２０

野村医院（巨瀬町） ☎（25）０００３

３日（水） 大杉病院（柿木町） ☎（22）５１５５

７日（日） 仲田医院（落合町） ☎（22）０５１１

８日（月）

高梁整形外科医院（本町）
☎（22）１５３１
まつうらクリニック（成羽町） 
☎（42）２３１５

14日（日）
大杉病院（柿木町） ☎（22）５１５５
川上診療所（川上町） 
☎（48）４１８８

21日（日） 西医院（中之町） ☎（22）２８２０

28日（日）

藤本診療所（松原通）
☎（22）３７６０
備中診療所（備中町） 
☎（45）９００１

休日当番医（１月）

※休日当番医が変更になる場合があります。
　受診前に電話でご確認ください。
問高梁市消防本部 緊急情報ダイヤル
 　☎（21）０１００

Go! Go! Charme
地域貢献活動（あいさつ運動）
　ＦＣ吉備国際大学 C

シ ャ ル ム

harme のメンバーは、毎週月曜日の
朝、JR 備中高梁駅と市内小学校の校門前にて、通勤・通
学の方たちにあいさつの声がけと歩道上のゴミ拾いを行っ
ています。特に小学生の子どもたちには、ハイタッチをし
て、元気よく通学してもらうように働きかけをしています。
今後も継続していきますので、よろしくお願いします。

問高梁スポーツクラブ☎（22）９４０３

　

本
市
の
名
誉
市
民
、
清し

水み
ず

比ひ

庵あ
ん

に
ち
な
ん
だ
清
水

比
庵
大
賞（
短
歌
の
部
）に
、
海
外
を
含
む
全
国
か
ら

６
２
８
首
の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
作
品
が
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

◎
清
水
比
庵
大
賞

室む
ろ

好よ
し

さ
ん（
福
島
県
白
河
市
）

ほ
ど
ほ
ど
の
大
雨
な
ら
ば
歓
迎
で
す

福
島
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
く
だ
さ
い

◎
特
選（
高
梁
市
長
賞
）

大お
お

下し
た

健け
ん

一い
ち

さ
ん（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

池
に
照
る
光
を
突つ

つ
く
セ
キ
レ
イ
よ

慎つ
つ
しめ

今
日
は
原
爆
の
日
ぞ

第
九
回
清
水
比
庵
大
賞
が
決
定

文
化

◎
特
選（
高
梁
比
庵
会
長
賞
）

中な
か
村む

ら
陽よ

う
子こ

さ
ん（
熊
本
県
八
代
市
）

空
め
が
け
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
苦に

が
瓜う

り
の

蔓
は
揺
れ
つ
つ
風
を
も
掴
む

◎
奨
励
賞

小お

野の

豊と
よ
子こ

さ
ん（
宮
崎
県
延
岡
市
）

香
り
良
き
洗
剤
え
ら
び
病
む
母
の

着
替
え
を
洗
ふ
我
も
老
い
た
り

黒く
ろ

瀬せ

紀の
り

子こ

さ
ん（
岡
山
県
久
米
郡
）

子
供
地
蔵
に
野
菊
一
輪
添
へ
て
あ
り

合
掌
し
て
長
き
獣

け
も
の
道み

ち
歩
く

藤ふ
じ

原わ
ら

勉つ
と
むさ

ん（
岡
山
県
笠
岡
市
）

亡
き
妻
が
つ
く
り
し
大
き
な
梅
干
が

暑
さ
に
細
る
食
を
支
う
る

問
高
梁
比
庵
会
☎（
21
）０
１
８
０
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化

第
７
回
高
梁
歴
史
い
ろ
は
塾

テ
ー
マ　
「
高
梁
市
に
残
る
大
名
墓
」

日
時　
平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

場
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

講
師　
樋ひ

口ぐ
ち
英ひ

で
行ゆ

き
・
市
教
育
委
員
会
文
化

財
保
護
主
事

申
し
込
み　
平
成
30
年
１
月
12
日（
金
）ま

で
に
総
合
戦
略
課
、
ま
た
は
社
会
教
育
課

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無

料
で
す
。

問
総
合
戦
略
課
☎（
21
）０
２
５
７

　
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

健
康
・
福
祉

わ
ー
く
相
談
会

（
障
が
い
者
就
業
・
生
活
懇
談
会
）

　
障
が
い
の
あ
る
人
や
難
病
の
人
の
仕
事

や
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
、
企
業
に
お
け
る

障
が
い
者
雇
用
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

問�

た
か
は
し
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
☎
０
８
０
‐
２
８
８
４
‐
８
７
４
３

平
成
29
年
度
教
育
講
演
会

テ
ー
マ　
「
文
化
財
の
魅
力
～
地
域
の
宝

を
誇
り
に
～
」

日
時　
平
成
30
年
１
月
27
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
３
時（
開
場
午
後
１
時
）

場
所　
高
梁
市
文
化
交
流
館
中
ホ
ー
ル

講
師　
田た

村む
ら
啓け

い
介す

け
・
市
教
育
委
員
会
参
与

吉
備
国
際
大
学
無
料
講
座

「
ま
ち
な
か
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

　
吉
備
国
際
大
学
の
教
員
が
ポ
ル
カ
天
満

屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン
２
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
で

無
料
講
座
を
行
い
ま
す
。

肩
こ
り
／
腰
痛
症
／
ロ
コ
モ
の
予
防
や
治

療
に
効
果
が
あ
る
体
操

歴
史
美
術
館
常
設
展

　
山
田
方
谷
を
中
心
と
す
る
歴
史
資
料
を

展
示
し
、
そ
の
足
跡
を
紹
介
し
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
す
。

期
間　

平
成
30
年
１
月
22
日（
月
）ま
で

（
火
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始
は
休
館
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

場
所　
高
梁
市
歴
史
美
術
館

問
高
梁
市
歴
史
美
術
館
☎（
21
）０
１
８
０

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
農
水
産
品
の
ブ

ラ
ン
ド
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
」

「
山や

ま
田だ

方ほ
う

谷こ
く

の
軌
跡 

―

山
田
方
谷
と
関
連
人
物
」
講
演
会

日
時　
平
成
30
年
１
月
28
日（
日
）午
後
２

時
～
４
時（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

場
所　
笠
岡
市
中
央
公
民
館（
笠
岡
市
笠

岡
１
８
６
６
‐
１
）

内
容　

山
田
方
谷
と
原は

ら

田だ

一い
ち

道ど
う

、
三み

島し
ま

中ち
ゅ
う

洲し
ゅ
うに

つ
い
て
の
講
演
で
す
。
原
田
一

道
が
小
田
県（
現
在
の
笠
岡
市
）に
仕
え
た

こ
と
か
ら
、
小
田
県
に
つ
い
て
も
紹
介
し

ま
す
。

講
師　

石い
し

井い

亮り
ょ
う

作さ
く

さ
ん（
高
梁
方
谷
会　

事
務
局
長
）「
山
田
方
谷
と
い
う
人
物
」
／

町ま
ち

泉せ
ん

寿じ
ゅ

郎ろ
う

さ
ん（
二に

し
ょ
う
が
く
し
ゃ

松
學
舍
大
学
文
学
部

教
授
）「
山
田
方
谷
門
下
の
原
田
一
道
と
三

島
中
洲
」

定
員　
60
人（
先
着
・
申
し
込
み
不
要
）

参
加
費　
無
料

問
「
山
田
方
谷
の
軌
跡（
～
奇
跡
～
）」

実
行
委
員
会（
倉
敷
市
観
光
課
）☎
０
８
６

（
４
２
６
）３
４
１
１

日
時　
平
成
30
年
１
月
19
日（
金
）午
後
２

時
30
分
～
４
時

場
所　

吉
備
国
際
大
学
国
際
交
流
会
館�

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル（
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
中
継
）

講
師　
生い

駒こ
ま

正ま
さ

文ふ
み

さ
ん（
吉
備
国
際
大
学�

知
的
財
産
学
研
究
科
教
授
）／
土ど

居い

一か
ず

史ふ
み

さ
ん（
同
）／
川か

わ

瀬せ

幹み
き

夫お

さ
ん（
三
協
国
際

特
許
事
務
所
弁
理
士
）

内
容　
農
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
「
地
域
団

体
商
標
」
や
「
地
理
的
表
示
」
登
録
後
の

目
指
す
べ
き
姿
と
と
も
に
、
不
正
使
用
の

阻
止
お
よ
び
防
止
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。

問
吉
備
国
際
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

☎（
22
）９
０
５
０

月日（すべて火曜日） 場所

１
月

９日 高梁総合福祉センター
16日 備中地域局１階第３会議室
23日 川上総合学習センター相談室
30日 成羽地域局旧議長室

２
月

６日 高梁総合福祉センター
13日 備中地域局１階第３会議室
20日 川上総合学習センター相談室
27日 成羽地域局旧議長室

３
月

６日 高梁総合福祉センター
13日 備中地域局１階第３会議室
20日 川上総合学習センター相談室
27日 成羽地域局旧議長室

日
時　
平
成
30
年
１
月
７
日（
日
）午
後
２

時
～
２
時
50
分

講
師　
佐さ

藤と
う

三み
つ

矢や

さ
ん（
吉
備
国
際
大
学�

保
健
医
療
福
祉
学
部
准
教
授
）

問
吉
備
国
際
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

☎（
22
）９
０
５
０

問
高
梁
中
央
公
民
館
・
高
梁
地
域
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
☎（
21
）０
１
８
０
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年末年始の業務案内
●市役所窓口業務　 住民票の写しや各種証明書が必要な人は、お早めに手続きを。

休　業　日 注意事項 問い合わせ（宿日直）

12/29（金）
～

１/ ３（水）

休業期間中、戸籍の届け出や斎場使用の申し込み
は、本庁・各地域局の宿日直で受け付けます。※
各地域局は、夜間（午後５時 15 分以降）の受け付け
はありません。

本　庁 ☎（21）0200

地域局
有漢  ☎（57）3200 成羽  ☎（42）3211
川上  ☎（48）2200 備中  ☎（45）2211

分　　　類 休　業　日 問い合わせ

収
集

燃やせるごみ 12/30（土）～１/ ３（水）
環境課　☎（21）0259、各地域局燃やせないごみ 12/29（金）～１/ ３（水）

資源収集品 12/29（金）～１/ ３（水）
持
ち
込
み

燃やせるごみ
燃やせないごみ

12/31（日）～１/ ３（水）
※ 12/29（金）・30（土）は受け入れます

（時間 8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30）
クリーンセンター（段町）　☎（22）4651

資源収集品 12/29（金）～１/ ３（水） リサイクルプラザ（落合町阿部）　☎（21）0530

●ごみ等の収集業務・持ち込み

●し尿くみ取り業務 ●火葬業務
休　業　日 問い合わせ 休　業　日 問い合わせ

12/29（金）～１/ ３（水） 環境課　☎（21）0259
各地域局

１/ １（月）
※祭壇の飾り付けは行います 環境課　☎（21）0259

施　設　名 休　館　日 問い合わせ 施　設　名 休　館　日 問い合わせ
総合文化会館 12/28（木）～１/ ４（木） ☎（22）1040

備中松山城（本丸） 12/29（金）～１/ ３（水） 管理事務所
☎（22）1487文化交流館 12/28（木）～１/ ４（木） ☎（21）0180

成羽美術館 12/28（木）～１/ ４（木） ☎（42）4455
うかん常山公園

レストハウス・風ぐ
るま市場は 12/31

（日）～１/ ３（水）休業

常山公園   
レストハウス
☎（57）3322

吉備川上ふれあい
漫画美術館 12/29（金）～１/ ３（水） ☎（48）3664

景年記念館 12/28（木）～１/ ４（木） 社会教育課
☎（21）1516

吹屋ふるさと村
郷土館、旧片山家住宅、笹畝
坑道、広兼邸、ベンガラ館

12/29（金）～12/31（日）
※１/ １（月）から営業

各施設へお問
い合わせくだ
さい

図 

書 

館 
等

高梁市図書館 無休 ☎（22）2912

弥高山公園 12/30（土）～１/ ４（木）休業 管理事務所
☎（48）2830

成羽図書館 12/29（金）～１/ ３（水） ☎（42）2589

有漢図書室 12/28（木）～１/ ４（木） 有漢公民館
☎（57）2013

川上図書室 12/29（金）～１/ ３（水） 川上公民館
☎（48）2203 マンガ絵ぶた公園 展示施設は 12/29（金）

～１/ ３（水） 休業
備北商工会
川上支所
☎（48）2000

備中図書室 12/29（金）～１/ ３（水） 備中公民館
☎（45）2211

西山高原レジャー
施設 無休

西山高原レ
ジャー施設
☎（45）3633

●主な観光施設

●主なスポーツ施設
施　設　名 休　館　日 問い合わせ

市民体育館（勤労青少年ホーム） 12/28（木）～１/ ４（木） 市民体育館　☎（22）1880神原スポーツ公園・高梁運動公園・ききょう緑地 12/28（木）～１/ ４（木）
有漢スポーツパーク 12/28（木）～１/ ４（木） 有漢地域局　☎（57）3200有漢総合グラウンド・有漢体育館 12/28（木）～１/ ３（水）
なりわ運動公園 12/28（木）～１/ ４（木） 成羽地域局　☎（42）3211成羽武道館 12/28（木）～１/ ３（水）
備中やすらぎの里（多目的グラウンド・テニスコート） 12/28（木）～１/ ４（木） 備中地域局　☎（45）2211
用瀬嶽フリークライミング広場 無休 備中高梁クライミング協会 ☎（45）3106
●生活福祉バス

全便運休期間 問い合わせ
12/29（金）～１/ ３（水） 市民課　☎（21）0254

※掲載しているものは主なものです。掲載されていないものに
　ついては各施設、または市役所などへ問い合わせください。

●主な文化施設



図書館だより

問成羽図書館☎（42）２５８９ 午前９時～午後５時（月曜日休館）

10 日㊌

川上小学校
西山郵便局横
富家小学校
イズミゆめタウン
中電社宅前

10:00 ～ 10:25
11:40 ～ 12:10
13:05 ～ 13:25
14:15 ～ 15:15
15:20 ～ 15:40

11 日㊍
巨瀬地域市民センター
玉川小学校
ポルカ天満屋ハピータウン
有漢東小学校

10:00 ～ 10:30
12:40 ～ 13:40
14:00 ～ 15:00
15:30 ～ 15:55

12 日㊎
中井小学校
高倉地域市民センター
中井地域市民センター

10:00 ～ 11:00
13:00 ～ 13:30
14:00 ～ 15:00

16 日㊋

川面小学校
川面地域市民センター
巨瀬小学校
落合地域市民センター
津川地域市民センター

10:00 ～ 10:30
10:30 ～ 11:30
13:00 ～ 13:30
14:00 ～ 15:00
15:30 ～ 16:00

17 日㊌ 有漢西小学校 10:10 ～ 10:40

18 日㊍ 福地小学校
やまびこカフェ

10:15 ～ 10:40
11:15 ～ 12:15

１月の移動図書館
18 日㊍

宇治地域市民センター
宇治小学校
松原小学校

13:30 ～ 14:30
14:30 ～ 15:00
16:00 ～ 16:20

19 日㊎ 津川小学校 13:05 ～ 14:00

22 日㊊

玉川地域市民センター
ささゆり苑
中コミュニティセンター
吹屋連絡所
養護老人ホーム成羽川荘
日名神楽公園

10:00 ～ 11:00
11:40 ～ 12:10
12:15 ～ 12:45
14:15 ～ 14:45
15:30 ～ 15:45
16:00 ～ 16:30

24 日㊌
川上小学校
西山郵便局横
イズミゆめタウン
中電社宅前

10:00 ～ 10:25
11:40 ～ 12:10
14:15 ～ 15:15
15:20 ～ 15:40

25 日㊍
巨瀬地域市民センター
玉川小学校
ポルカ天満屋ハピータウン
有漢東小学校

10:00 ～ 10:30
12:40 ～ 13:40
14:00 ～ 15:00
15:30 ～ 15:55

26 日㊎
中井小学校
高倉地域市民センター
中井地域市民センター

10:00 ～ 11:00
13:00 ～ 13:30
14:00 ～ 15:00

今月のおすすめ図書

　自分を取り巻く困難な状況をものともせず、自分
の生き方を貫いた 15 人の女性たちを、ユーモラス
かつ分かりやすく紹介しています。各章の最後に見
開き一枚で描かれたイラストが、彼女たちの生きざ
まを見事に描いています。その波乱に満ちた人生を
知った後に見ると、非常に感慨深く感動的です。

『キュロテ　世界の偉大な 15人の女性たち』

高梁市図書館　

渡
わたなべ

辺  亜
あ き こ
紀子さん

えほんの読み聞かせ～成羽図書館～
日　　時：平成 30 年１月 13 日（土）午前 10 時～
小型絵本：「おせちいっかのおしょうがつ」　
大型絵本：「ちからたろう」
紙 芝 居：「しろいやさしいぞうのおはなし」
ゲ ー ム：イカ・タコ・クラゲレース

クリスマスを図書館で過ごしませんか？
クリスマスＢＯＯＫＳ
　クリスマスにお勧

すす
めする本を１袋３冊入りで貸し

出しています。中身は開けてからのお楽しみです。
図書館のサンタから新しい本との出会いをプレゼン
トします。
期間：12 月 25 日（月）まで
場所：高梁市図書館３階カウンター前・４階キッズライブラリー

問高梁市図書館☎（22）２９１２ 午前９時～午後９時（年中無休）

著者：ペネロープ・バジュー　訳：関
せき

澄
ずみ

かおる
出版社：Ｄ

ディーユー
Ｕ Ｂ

ブ ッ ク ス
ＯＯＫＳ

館内もクリスマスの雰囲気。フォトスポットも用意しています

クリスマスコンサート
　高梁少年少女合唱団によるクリスマスメドレーを
ぜひお聴きください。
日時：12 月 24 日（日）午後３時～
場所：高梁市図書館２階
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高梁偉人列伝 ⑲

明
治
の
思
想
家  

綱つ

な

島し

ま

梁り
ょ
う

川せ

ん　
第
３
回

綱
島
梁
川
顕
彰
会
会
長

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

明治 36 年ごろの綱島
栄一郎

闘
病
の
中
で
の
文
筆
活
動

　
綱
島
栄え

い
一い

ち
郎ろ

う（
梁
川
）は
、
東
京
専
門
学
校

（
後
の
早
稲
田
大
学
）を
明
治
28
年
７
月
に
22

歳
で
卒
業
し
ま
し
た
。
卒
業
後
も
引
き
続

き
、
坪つ
ぼ
う
ち
し
ょ
う
よ
う

内
逍
遥
の
下
で
雑
誌「
早
稲
田
文
学
」

の
記
者
と
し
て
原
稿
を
書
き
編
集
の
仕
事
に

当
た
り
ま
し
た
。

　
卒
業
し
て
間
も
な
い
９
月
、
郷
里
有
漢
に

帰
り
、
家
族
の
無
事
を
確
か
め
、
３
歳
下
の

弟
、
建た
て
べ
ま
さ
じ

部
政
治
を
伴
っ
て
上
京
し
ま
し
た
。

政
治
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
建
部
家
の
養
子
と

し
て
育
ち
、
母
校
の
助
教
を
し
な
が
ら
将
来

画
家
に
な
る
夢
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

と
き
上
京
し
て
念
願
の
東
京
美
術
学
校
へ
の

進
学
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
彼

は
日
本
画
を
学
び
、
静せ
い
観か

ん
と
い
う
号
を
も
っ

て
画
家
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

　
梁
川
は
雑
誌
編
集
の
仕
事
に
加
え
専
門
学

校
講
義
録
の
原
稿
も
引
き
受
け
、
給
料
と
原

稿
料
の
収
入
で
次
第
に
生
活
の
安
定
も
図
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
矢
先
、

明
治
29
年
４
月
30
日
の
夕
方
、
疲
れ
て
家
に

帰
る
と
突
然
喀と

血け
つ

し
て
倒
れ
ま
し
た
。
容
易

な
ら
ぬ
容
態
と
見
え
た
の
で
、
坪
内
家
出
入

り
の
医
師
・
前ま
え
だ
し
ゅ
う
そ
ん

田
秀
村
を
呼
び
診
察
し
て
も

ら
い
、
す
ぐ
に
結
核
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
医
師
は
結
核
の
治
療
に
は
経
験
が
深

く
、
看
護
上
必
要
な
注
意
を
与
え
ら
れ
療
養

し
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
末
か
ら
は
転
地
療

養
が
よ
い
と
逗
子
の
海
岸
近
く
で
保
養
生
活

に
入
り
ま
し
た
。
約
１
カ
月
で
ほ
ぼ
全
快
し

た
か
に
見
え
帰
郷
し
た
も
の
の
完
治
と
は
い

か
ず
、
根
本
的
な
治
療
が
必
要
と
し
て
７
月

か
ら
前
田
医
師
の
紹
介
で
神
戸
の
諏
訪
山
吉

田
病
院
へ
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

肺
と
喉
を
痛
め
て
い
た
の
で
格
別
懇
切
な
治

療
を
受
け
、
約
８
カ
月
間
滞
留
し
ま
し
た
。

　
明
治
30
年
の
２
月
に
は
一
旦
回
復
し
て
帰

京
し
、
再
び
早
稲
田
文
学
の
編
集
と
専
門
学

校
の
講
義
録
執
筆
の
仕
事
に
従
事
し
ま
し

た
。
哲
学
宗
教
面
の
論
文
や
翻
訳
、
美
術
関

係
の
評
論
な
ど
多
彩
な
活
動
を
精
力
的
に
こ

な
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
収
入
面
に
多
少

の
ゆ
と
り
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
の

10
月
、
故
郷
の
有
漢
か
ら
母
く
め
と
妹
ふ
じ

を
迎
え
、
在
京
の
弟
政
治
と
家
族
揃
っ
て
の

東
京
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
翌
年
１
月
に

は
自
宅
を
牛
込
区
余
丁
町
へ
転
居
し
、
梁
川

に
と
っ
て
得
意
絶
頂
の
時
期
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
順
調
に
見
え
た
雑
誌
早
稲
田

文
学
は
31
年
10
月
号
を
も
っ
て
廃
刊
す
る
こ

と
な
り
、
職
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
翌
32
年
１
月
、
創
刊
さ
れ
る
雑
誌
日

本
教
育
の
主
筆
に
迎
え
ら
れ
、
教
育
倫
理
の

主
張
や
評
論
を
毎
号
掲
載
し
ま
し
た
が
、
こ

の
年
４
月
、
病
の
た
め
職
を
辞
し
、
再
び
転

地
療
養
と
い
う
こ
と
で
神
奈
川
県
小
田
原
近

く
の
早
川
と
い
う
海
岸
宿
で
静
養
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
療
養
の
合
間
に

手
が
け
て
い
た
の
が
「
ス
チ
ー
ブ
ン
の
倫
理

学
」
の
翻
訳
で
し
た
。
８
月
に
は
小
康
を
得

て
東
京
に
帰
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
既
に
日

本
教
育
は
廃
刊
と
な
っ
て
お
り
、
以
後
彼
の

論
文
は
雑
誌
大
帝
国
、
教
育
学
術
界
、
新

人
、
太
陽
、
そ
し
て
大
阪
毎
日
新
聞
、
読
売

新
聞
な
ど
に
寄
稿
さ
れ
、
こ
の
執
筆
原
稿
料

が
収
入
源
と
な
り
ま
し
た
。
翌
33
年
の
６
月

に
は
「
ス
チ
ー
ブ
ン
倫
理
学
解
説
」
が
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
11
月
に
は
恩
師
で
あ
る

大お
お
に
し
は
じ
め

西
祝
が
36
歳
の
若
さ
で
死
去
し
、
深
い
悲

し
み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
彼
自
身
の
病
状
も
悪
化
の
一
途
を

た
ど
り
、
こ
の
頃
か
ら
、
病
床
の
人
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
病
床
に
あ
っ
て
も
気
力

を
失
う
こ
と
な
く
、
著
作
に
専
念
し
、
評
論

活
動
を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
時
期
か
ら
35
年

ご
ろ
ま
で
は
倫
理
の
時
代
と
呼
ば
れ
、
倫
理

思
想
の
研
究
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
34
年
に
は
、「
神
の
人
格
性
に
つ
い

て
」「
快
楽
派
倫
理
」「
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
氏
の
倫

理
学
」「
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
氏
倫
理
学
」、
更
に

は
35
年
出
版
の
「
西
洋
倫
理
学
史
」、
そ
し

て
後
年
出
版
さ
れ
る
「
春
秋
倫
理
思
想
史
」

な
ど
倫
理
思
想
史
の
世
界
的
・
体
系
的
な
研

究
が
構
想
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
梁
川
は
倫
理
哲
学
の
分
野

で
欧
米
の
思
想
を
紹
介
し
た
だ
け
で
な
く
、

わ
が
国
の
仏
教
思
想
や
中
国
の
儒
教
そ
の
他

の
思
想
な
ど
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
批
判
的

に
受
容
す
る
道
を
究
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

明治 31 年ごろの家族
写真。手前右側が栄一
郎

文　
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成羽病院通信 問成羽病院 ☎（42）３１１１

こ
れ
か
ら
の
在
宅
生
活
を
考
え
る看

護
部
長
　
細ほ
そ
川か
わ 

令れ
い
子こ

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
超
高
齢
化
社
会
と
な
る
２
０
２
５
年
問
題
を
前

に
、
そ
の
地
域
に
あ
っ
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高
梁
市
は
国
内
で
も
高
齢
化
の
進
行
が
早
く
、
早
急
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
・
介
護
連
携
実
務
者
協
議
会
を
平
成
21
年
度
に
立
ち
上

げ
、
在
宅
医
療
・
介
護
提
供
体
制
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
は
、
住
民
が
必
要
な
医
療
を
適
切
に

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
か
り
つ
け
医
や
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
支
援
事
業
所
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
を
と
る
こ
と
で
成

り
立
ち
ま
す
。
こ
こ
数
年
で
、
市
内
事
業
者
間
の

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
、
連
携
は
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
高
齢
者
の
中
に
は
、
や
む
な
く

生
活
の
場
を
変
え
、
故
郷
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
い

人
が
多
い
の
も
現
状
で
す
。

　
最
期
ま
で
在
宅
で
生
活
し
た
い
、
安
全
・
安
心
な
生
活
を
し
た
い
な
ど
、
希
望

は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

減
少
し
て
い
る
今
、
最
善
の
選
択
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
在
宅
生
活
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
医
療
・
介
護
事
業
者
は
連
携
を
密
に
し
、
情
報
提
供
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
私
た
ち
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
々
が
人
生
の
最
終
段
階
を

ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
き
た
い
か
を
考
え
、
家
族
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
大
切
な
の
は
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
に
、
健
康
な
時
か
ら
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
成
羽
病
院
で
は
、
健
康
へ
の
意
識
づ
け
や
予
防
対
策
の
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
在
宅
で
生
活
し
な
が
ら
医
療
を
受
け
た
い
場
合
な
ど
の
ご
相
談
も
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
病
院
と
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

在宅医療・介護連携推進事業通信 第 36 回

ヘルシー（減脂）ウオーキングで健康づくり 岡
おか

崎
ざき

 幸
ゆき

友
とも

 准教授
（吉備国際大学社会福祉学科）

問医療連携課 ☎（21）０３０４

　今回は、川上地域愛育委員会が取り組んでいる「ヘルシー（減脂）ウオーキング」についてお伺いしてきました。
　「ヘルシー（減脂）ウオーキング」は、「減る脂」と「ヘルシー」をかけたネーミングで、誰でも簡単に取り組める「歩くこと」
が、健康づくり活動の実践として定着することを目的にして始まり、今年で 10 年目を迎えました。これは、１日の目標歩
数を定め、日常生活の中でウオーキングをすすめ、９月の 1 カ月間の歩数の平均が目標歩数を達成できたかを評価するとい
うもので、達成できた方には「達成賞」が贈られます。
　９月といえば「食欲の秋」なので、ついつい不摂生をして体重が増えることが多
い時節です。だからこそ「ヘルシー（減脂）ウオーキング」が体調管理を意識する良
い機会となるようです。最初の頃は「ただ、歩くだけなんて…」あるいは「歩いて
いると、暇だと思われてしまう」といった声が多かったそうですが、長年にわたっ
て愛育委員が一人ずつ丁寧に健康づくりの大切さを説明と声かけして回ったところ、
町内会内でも誘い合い歩くことでコミュニケーションの輪が広がり、現在では 600
名を超す参加者が集うプロジェクトとなっています。取材に伺った日は「かわかみ
物産まつり」の日で、達成の記念品として贈呈される品物の準備をされていました。
　「愛育委員に勧められて始めたウオーキングですが、今では年間を通じて歩くようになった」「いつの間にか歩くことが自然
となった」「歩数計を付けて歩くようになった」「車を停める時、遠いところに停めてなるべく歩くように心がけている」など、
普段から積極的に体を動かそうとしている話を多く耳にし、健康に対する意識の高さに驚きました。「住民の健康増進活動を
活発にしたい」という思いを愛育委員が引き継いでいることでこの取り組みが長く継続できていること、また、地域の人が
自らの健康増進のために参加しているプロジェクトであることを感じ取りました。
　皆さんも無理のない健康づくりに向けて、地域の愛育委員とともに健康増進活動に取り組んではいかがですか？
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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
、
皆
さ
ん
は
新
し
い
年
の
準
備
な
ど
で

忙
し
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ

て
、
来
年
の
干え

と支
は
『
戊
つ
ち
の
え
い
ぬ
戌
』
と
い
う
年

で
す
。
全
て
が
枯
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
と

い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
が
、
変
化
が
現

れ
る
年
と
い
う
意
味
も
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
も
そ
の
変
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習

に
と
ら
わ
れ
ず
物
事
が
動
き
出
し
た
り
、

新
し
い
姿
が
見
え
て
く
る
と
い
う
意
味
を

持
つ
そ
う
で
す
。
60
年
前
は
、
国
立
競
技

場
と
東
京
タ
ワ
ー
が
完
成
、
長な

が
嶋し
ま

茂し
げ

雄お

選

手
の
プ
ロ
野
球
入
り
、
そ
し
て
天
皇
皇
后

両
陛
下
の
婚
約
が
発
表
さ
れ
た
年
で
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
何
か
想
像
で
き
な
い

変
化
が
高
梁
市
に
も
現
れ
る
の
で
は
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

平
和
で
戦
争
の
な
い
幸
せ
な
ま
ち
で
あ
り

続
け
な
い
と
い
け
な
い
、
そ
う
し
て
い
く

使
命
を
感
じ
る
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

●
現
在
、
増ま

す
田だ

寛ひ
ろ
也や

元
総
務
大
臣
を
座
長

と
し
、
加か

藤と
う
勝か
つ
信の
ぶ
厚
生
労
働
大
臣
を
顧
問

に
迎
え
た
『
所
有
者
不
明
土
地
問
題
研
究

会
』
の
一
員
と
し
て
協
議
の
輪
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。
現
在
も
国
内
に
は
九
州
と
同

等
面
積
の
所
有
者
不
明
土
地
が
存
在
し
、

こ
の
ま
ま
だ
と
２
０
４
０
年
に
は
北
海
道

程
度
の
大
き
さ
ま
で
広
が
る
と
い
う
試
算

も
出
て
い
ま
す
。
公
共
事
業
一
つ
と
っ
て

も
、
所
有
者
を
捜
し
当
て
る
ま
で
多
く
の

時
間
と
労
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
先
、
山
林
が
荒
れ
た
り
田
畑
が
原
野

化
し
た
り
す
る
中
で
、
万
一
災
害
が
発
生

し
た
土
地
の
所
有
者
が
不
明
で
あ
れ
ば
対

処
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
財
産
、
生
命
を
守

る
う
え
で
も
、
ご
自
身
の
財
産
に
つ
い
て

お
正
月
に
ご
家
族
で
も
確
認
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
定
住
人
口
を
増
や
す
た
め
の
特
効
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
全
体
の
人
口
が
減
少

し
つ
つ
あ
る
中
で
、
い
か
に
高
梁
市
に
特

色
を
持
た
せ
、
移
住
を
考
え
る
人
に
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
え
る
か
が
、
今
後
の
取
り

組
み
の
中
心
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

JR
伯
備
線
沿
線
や
有
漢
IC
か
ら
の
道
路
交

通
を
中
心
と
し
て
、
移
住
定
住
の
構
想
を

練
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
備
中
川
面
駅

か
ら
備
中
広
瀬
駅
ま
で
の
構
想
を
取
り
ま

と
め
、
JR
と
協
議
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
単
に
住
宅
団
地
を
つ
く
る
だ
け

で
な
く
、
高
梁
市
に
住
む
皆
さ
ん
の
利
便

性
の
向
上
と
安
心
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な

事
業
展
開
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
と
お
知
恵
を
貸
し
て
く
だ

さ
い
。

　
市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は

　

有
漢
町
担
当
の
土

生
で
す
。
４
月
に
有

漢
町
へ
移
住
し
、
早

や
８
カ
月
が
経
過
。

そ
の
間
の
印
象
深

か
っ
た
活
動
を
報
告

し
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
有
漢
町
に
伝

わ
る
「
長
ち
ょ
う

蔵ぞ
う

音お
ん

頭ど

」
の
復
活
で

す
。
地
域
の
古
い
芸
能
を
調
査

し
て
い
た
の
で
す
が
見
つ
か
ら

ず
諦
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
長
蔵
音
頭
と
い
う
も
の
が
、
隣
町

で
あ
る
巨
瀬
町
に
伝
わ
る
「
四よ

つ
拍

び
ょ
う

子し

」

の
節ふ
し

、
踊
り
と
同
じ
と
い
う
こ
と
を
知

り
、
巨
瀬
町
の
方
々
の
協
力
も
得
て
、
復

活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
昔
は
有
漢
、
巨
瀬
、
津
川
、
中
井
あ
た

り
で
四
つ
拍
子
が
踊
ら
れ
、
お
盆
の
時
期

に
な
る
と
他
の
村
々
に
行
っ
て
踊
り
を
楽

し
ん
で
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
歌
詞
は
物

語
を
題
材
と
し
た
り
即
興
で
歌
っ
た
り
し

て
い
た
よ
う
で
、
昭
和
50
年
ご
ろ
に
作
ら

れ
た
長
蔵
音
頭
は
、
江
戸
時
代
に
起
き
た

飢
饉
の
際
に
川
関
村
を
救
っ
た
綱
つ
な
し
ま
ち
ょ
う
ぞ
う

島
長
蔵

夫
妻
を
称
え
る
内
容
の
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
は
古
い
文
化
が
急
速
に
消
え

て
い
く
時
代
で
、
危
機
感
を
持
っ
た
人
た

ち
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
の
努
力
を
し

た
よ
う
で
す
。

　

初
披
露
は
「
綱
島
長
蔵
音

頭
」
と
書
か
れ
た
提
ち
ょ
う

灯ち
ん

が
灯と

も

る
川
関
地
域
の
夏
祭
り
で
し

た
。
ち
ょ
う
ど
お
盆
で
し
た

の
で
、
綱
島
夫
妻
に
捧
げ
る
よ
う
な
気
持

ち
で
演
奏
し
ま
し
た
。
長
蔵
音
頭
を
知
る

地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
を
機
に
若
い
世

代
に
も
「
四
つ
拍
子
」
と
「
長
蔵
音
頭
」

が
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
有
漢
町
で
世
界
の
芸
能
を
体
験

で
き
る
「
ハ
ブ
ラ
イ
ブ
！

ラ
ブ
ラ
イ

フ
！
」
と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ユ

ニ
ー
ク
な
音
楽
家
を
招
い
て
の
演
奏
会

で
、
第
３
回
目
は
１
月
30
日（
火
）午
後
６

時
30
分
か
ら
、
有
漢
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
是
非
お
越
し
く
だ

さ
い
！

�

川
関
地
域
の
夏
祭
り
で

長
蔵
音
頭
を
披
露

第
２
回
ハ
ブ
ラ
イ
ブ
！

ラ
ブ
ラ
イ
フ
！

土は

生ぶ

裕
ひ
ろ
し

隊
員

市長室
から

こ
ん
に
ち
は
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送ってください　
次号（１月号）分の締め切りは 12 月 25 日（月）必着です
①１月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真は、お子さんの氏名（ふりがな）、
性別、生年月日、住所、応募者の氏名と続柄、電話番号、20 字程度のコメントを明記して送付して
ください。市ホームページでも応募できます。応募いただいた内容は、広報たかはしのほか、市行
政放送、市ホームページ、公式動画サイトで公開します。
②短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもので、漢字にはふりがなを付けてください。氏
名（ふりがな）・年齢・住所・電話番号を明記して投稿してください。
※投稿多数の場合、すべてを掲載できないことがあります。また、表記を一部編集させていただくこと
もあります。
問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係 ☎（21）０２１０　    
    hisyo@city.takahashi.lg.jp

 米
よねたに

谷 幸
こ う き

輝ちゃん
（落合町近似）

平成27年12月７日生まれ
「妹三人と、いつまでも
　　　 仲良くしてね！！」

（応） 父・幸一郎さん 母・智子さん

２
さい

須
す や ま

山 博
ひ ろ と

翔ちゃん
（津川町八川）

平成24年12月４日生まれ
「ニコニコ笑顔のやんちゃ   
  坊主。元気に大きくなれ!」

（応） 父・嘉三さん 母・有貴恵さん

５
さい

石
い し い

井 良
そ ら

空ちゃん
（津川町八川）

平成27年12月４日生まれ
「太陽ｓｕｎ．ｓｕｎ♪
　　　　   青き空 良き空」

（応） 父・良昇さん 母・麗子さん

２
さい

坂
さ か た

田 健
けんしん

心ちゃん
（落合町阿部）

平成27年12月２日生まれ
「野球大好き!神楽大好き!
　　   元気いっぱいだね!」

（応） 父・翔平さん 母・梨紗さん

２
さい

坂
さかもと

本 遙
は る か

香ちゃん
（川面町）

平成23年12月８日生まれ
「いっぱい笑って
　 　　いっぱい遊ぼうね」

（応） 父・健一さん 母・悠美さん

６
さい

吉
よしおか

岡 莉
り く

玖ちゃん
（御前町）

平成27年12月14日生まれ
「莉玖くんの
　　　 笑顔大好きだよ！」

（応） 父・利泰さん 母・絵己さん

２
さい

三
み や け

宅 玲
り く

輝ちゃん
（落合町阿部）

平成27年12月15日生まれ
「妹思いのりっくん。

すくすく大きくなぁれ★」
（応） 父・真司さん 母・志保さん

２
さい

武
た け だ

田 拓
ひ ろ き

基ちゃん
（落合町阿部）

平成23年12月18日生まれ
「いっぱい新しいことに
　　 挑戦していこうね☆」

（応） 父・知久さん 母・智美さん

６
さい

池
い け だ

田 芽
め い

生ちゃん
（成羽町星原）

平成27年12月18日生まれ
「もうすぐお姉ちゃん！ 
　 芽生だーいすき！！」

（応） 父・裕一さん 母・明和さん

２
さい

佐
さ と う

藤 瑞
み ず き

起ちゃん
（落合町阿部）

平成25年12月10日生まれ
「みずくん健康で
　　　 大きくなってね！」

（応） 父・剛さん 母・芽衣さん

４
さい

泉
いずみ

 翔
しょうた

太ちゃん
（高倉町大瀬八長）

平成28年12月13日生まれ
「元気に大きくなぁれ！
　　　　　 大好きだよ♡」

（応） 父・佳文さん 母・裕子さん

１
さい

八
や た が い

田谷 湊
みなと

ちゃん
（成羽町成羽）

平成23年12月７日生まれ
「とっても優しい湊が

みんな大好きだよ」
（応） 父・世史さん 母・富恵さん

６
さい

２
さい

加
か と う

藤 成
な お

峰ちゃん
（鍜冶町）

平成27年12月１日生まれ
「☆ヤンチャな成峰くんの
　　　　 笑顔が大好き☆」

（応） 父・正大さん 母・陽子さん

山
やまさき

崎 慧
けい

ちゃん
（巨瀬町）

平成25年12月５日生まれ
「巨瀬町の皆さん、高梁保育園の
　皆さん、いつもありがとう！」

（応） 父・太朗さん 母・千佳さん

４
さい

折
お り い

井 槙
し ん た ろ う

汰朗ちゃん
（中原町）

平成23年12月19日生まれ
「もうすぐ一年生。
友達をたくさんつくってね」

（応） 父・健一さん 母・恵子さん

６
さい

宗
むねもり

森 瑛
えいきちろう

吉郎ちゃん
（川面町）

平成28年12月21日生まれ
「瑛ちゃん、１歳おめでとう。
　　　 　　 兄弟仲良くね」

（応） 父・佳伸さん 母・梨紗さん

１
さい

河
かわはら

原 心
こ こ な

菜ちゃん
（原田南町）

平成26年12月28日生まれ
「食べるの大好きブーちゃん♡
おてんばもほどほどにね（笑）」

（応） 父・大勝さん 母・晴菜さん

3
さい

林
はやし

 永
と わ

和ちゃん
（落合町阿部）

平成26年12月23日生まれ
「歌って踊るのが大好き
　 とっくん！愛してる☆」

（応） 父・健一さん 母・理楠さん

3
さい

松
ま つ だ

田 悠
ゆ あ

愛ちゃん
（落合町阿部）

平成27年12月25日生まれ
「おしゃべり大好き！
 優しい子に育ってね！！」

（応） 父・好晃さん 母・由香里さん

２
さい

畑
はた

 希
き い

優ちゃん
（落合町福地）

平成23年12月31日生まれ
「きいちゃんスマイルが
　　　　 大好きだよー！」

（応） 姉・香由栞さん

６
さい

26H29 (2017)12 月



市民のページ

短
歌

俳
句

大お
お

久く

保ぼ 

裕ゆ
う

子こ
さ
ん（
下
谷
町
）

川
柳

妹せ
の
尾お 

昌ま
さ
美よ
し

さ
ん（
東
町
）

三み

浦う
ら 

数か
ず
馬ま
さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

秋あ
き
さ
め雨

や 

セ
ラ
ピ
ー
の
森も
り 

ハ
イ
キ
ン
グ 

神し
ん

秘ぴ

な
出で

あ会
い 

樹じ
ゅ
か
ん
り
ゅ
う

幹
流

編
み
も
の
や 

生
花
教
室 

共と
も
に
し
た 

友
は
遠と
を
く
へ 

帰か
え
ら
ぬ
人
に

妹い
も
う
と
ふ
う
ふ

夫
婦
年と
し
老お

い
て
手て

塩し
お
に
か
け
た
ピ
オ
ネ
今こ

年と
し
は
格か
く
べ
つ別
立り
っ
ぱ派
味あ
じ
も
よ
い
感か
ん
し
ゃ謝
の
み

植
え
し
よ
り 

二
十
年
と
な
る 

山
茶
花
は 

空
の
青
さ
に 

映
え
て
咲
く
な
り

栗く
り

の
実み

の 

し
き
り
に
落
つ
る 

故ふ
る
さ
と里

は 

拾
う
人
な
き 

過か

そ疎
と
な
り
た
り

木こ
が枯
ら
し
に 

飛
ん
で
来
た
の
か 

此
の
も
み
じ 

踏ふ

ま
れ
て
道み
ち
ば
た端 

霜し
も
を
置お

き
居お

り

七
月
の 
明
る
く
光
る 

オ
ホ
ー
ツ
ク 

流
氷
来
る
日
の 

厳
し
さ
描
け
ず

霜
月
に 
朝
の
冷
え
込
み 

冬
支
度 

山
も
色
ず
き 

夕
陽
輝
き

新し
ん
わ
ら藁
の 

青あ
お
き
を
よ
り
て 

来く

る
年と
し
の 

平へ
い
和わ

祈い
の
り
て 

な
え
る
し
め
な
わ

台た
い
ふ
う風
で 

野の

ご

や
小
屋
壊こ
わ
さ
れ 
片
づ
け
る 

北
風
吹
い
て 

寒
さ
身み

に
し
み
る

仲
秋
の 

名
月
淡
く 

冴
え
渡
り 
詩
心
誘
う 

宵
の
ひ
と
と
き

晩
秋
の 

蒜ひ
る
ぜ
ん
ば
ら

山
原
で 

バ
ッ
ト
振ふ

り 
後あ
と

で
関せ
き
が
ね金 

湯ゆ

で
楽た
の

し
ん
で

晩
秋
の 

山
里
は
ら
り 

は
ら
は
ら
り 

木
の
葉
舞
ひ
散
る 

ピ
ア
ニ
シ
モ
か
な

山
々
の 

紅
葉
き
れ
い 

赤ひ

も
み
じ
の 

濃こ

い
あ
ざ
や
か
さ 

見
と
れ
る
老ろ
う
婆ば

池い
け

田だ 

利り

恵え

子こ
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

髙た
か
た田 

越え
つ
代よ
さ
ん（
宇
治
町
）

川か
わ
か
み上 

艶つ
や
こ子

さ
ん（
津
川
町
今
津
）

山や
ま
本も
と 

義よ
し
慧え
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

小お

野の 

は
る
恵え
さ
ん（
原
田
南
町
）

宮み
や
も
と本 

宮み
や
き
ち吉

さ
ん（
川
上
町
七
地
）

一ひ
と
ひ
ら片 

遊ゆ
う
し子

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

原は
ら
だ田 

由ゆ

き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

坂さ
か
た田 

昭あ
き
夫お
さ
ん（
松
原
町
大
津
寄
）

小こ

見み

山や
ま 

孝た
か
子こ
さ
ん（
松
山
）

田た
な
か中 

溫は
る

子こ
さ
ん（
成
羽
町
下
原
）

熊く
ま

本も
と 

金き
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん（
中
井
町
西
方
）

桝ま
す
上が
み 

秀ひ
で
雄お
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

赤あ
か
木ぎ 

文ふ
み
子こ
さ
ん（
備
中
町
西
山
）

雪ゆ
き

げ
し
き 

全す
べ

て
を
お
お
い 

差さ

別べ
つ

な
し

子
の
夢
が 

し
ぼ
ん
で
開
く 

孫
の
夢

人
が
去
り 

空
き
家
の
庭
に 

あ
わ
だ
ち
草

長
寿
の
お
祝
い

外国語補助教員（ＡＬＴ）の紹介
　
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
か
ら
来
ま
し

た
。

　
３
年
前
に
初
め
て
日
本

に
来
た
と
き
に
８
カ
月
滞

在
し
、
大
学
で
も
日
本
語

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

趣
味
は
映
画
や
ゲ
ー

ム
、
知
ら
な
い
場
所
を
歩

く
こ
と
な
ど
で
、
お
寺
や

神
社
も
好
き
で
す
。
高
梁

は
紅
葉
が
き
れ
い
で
、
す

ぐ
に
好
き
に
な
り
ま
し

た
。

　
イ
タ
リ
ア
料
理
が
好
き

で
す
が
、
日
本
料
理
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
が
目
標
で
す
。

　
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
町
で
会
っ
た
ら

「
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
」
と
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課

☎（
21
）１
５
０
８

スティーブン・ファムさん
（原田北町）

芳
は が

賀 静
し ず え

惠さん

（備中町志藤用瀬）

　100歳（大正６年生まれ）の誕生日を迎え
られた芳賀さんを備中地域局長が訪問し、
記念品や花束を贈って長寿を祝いました。
　市内で 100 歳以上の人は、11月 30日
現在で51人（男性７人、女性44人）です。
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▼
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
２
週
間
と

な
り
ま
し
た
。
師
走
と
は
ま
さ
に
字
の

如
く
、
12
月
の
日
々
は
過
ぎ
去
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
こ
の
時
節
に
な
る
と
、

気
持
ち
が
先
走
り
落
ち
着
か
ず
、
日
ご

ろ
は
す
ん
な
り
で
き
る
こ
と
も
、
上
手

く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し

か
す
る
と
少
し
集
中
力
を
欠
い
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
気

を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
先
日
、
車
の
タ
イ
ヤ
を
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

ご
存
じ
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
雪
道
・
凍
結
し
た
道

路
を
走
る
の
に
適
し
た
も
の
で
す
。
高

梁
地
域
も
、
積
雪
・
路
面
の
凍
結
に
よ

る
事
故
の
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
の

で
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換

を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を

ふ
る
う
季
節
に
な
り
ま
す
。
予
防
接
種

に
加
え
手
洗
い
う
が
い
を
し
て
、
安
全

に
、
そ
し
て
元
気
に
こ
の
冬
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

▼
広
報
紙
を
作
成
し
始
め
て
９
カ
月
、

多
く
の
市
民
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
無
事
発
行
が
で
き
て
い
ま
す
。
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
来
年
も
市
内
各
地

へ
取
材
に
行
き
、
そ
こ
で
出
会
う
皆
さ

ん
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
手
に
取
り
読

ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
健
康
に
気
を
つ
け
て
、

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

�

　

���（
高
岡
裕
希
）

⑰

亀川  ちひろさん
かめがわ  ちひろ 　26 歳　落合町阿部

　小さい頃からテレビ制作に携わりたいと思っ
ていたちひろさんは、吉備ケーブルテレビ（株）
で働いています。「取材に行ったときなど、『か
めちゃん』と呼んでもらえることが嬉しいです」
と話します。　　 
　学生時代からピアノと合唱に取り組み、今は
市内の合唱サークルで活動しています。「音楽を
通じてたくさんの思い出ができて幸せです。現
在サークルのメンバーを募集中です」。
　昔遊んだ場所など、風景が変わらない高梁が
好きなちひろさん。休みの日は県内の神社や寺
を巡っているそうで、「落ち着く空間であり、心
機一転できる場所なんです」とのこと。
　目標を尋ねると、「将来に向けて料理ができ
るように頑張りたいです。そして、祖父母を見
習って長生きができたらいいな」と笑顔で話し
てくれました。

児島虎次郎を偲ぶ絵画展
市内の小中学校から寄せられた児童生徒の作品から約 200 点を展示します。
各学年から 1 点の「児島賞」など受賞作品を選び表彰します。

会　　場　成羽美術館 　多目的展示室　　
会　　期　平成 30 年１月６日（土）～２月４日（日）まで
休 館 日　月曜日（ただし平成 30 年１日８日は開館し、翌日休館）　　
開館時間　午前９時 30 分～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
入 館 料　本展のみ観覧の場合は無料（喫茶入口よりご入場ください）

問成羽美術館 ☎（42）４４５５

広
報
た
か
は
し
12
月
号
（
通
巻
159
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
広
報
課

■
 〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866（21）0210
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.takahashi.okayama.jp/

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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